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第
三
章　

教
理
問
答
の
神
学
：
生
活
に
お
け
る
聖
書
の
使

用

　

宗
教
改
革
者
た
ち
は
信
仰
の
指
導
と
前
進
に
特
に
神
学
的
関
心
を
示
し

た
。
彼
ら
は
、
ル
タ
ー
の
二
つ
の
教
理
問
答
書
（
一
五
二
九
）、
ジ
ュ
ネ
ー

ヴ
教
会
信
仰
問
答
（
一
五
四
二
）、ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
信
仰
問
答
（
一
五
六
三
） 

を
生
み
だ
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
教
理
問
答
書
は
、
神
学
的
文
書
に
お
い
て
正

典
を
取
り
扱
う
際
の
独
自
な
著
作
形
式
と
み
な
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
教

理
問
答
書
を
生
み
だ
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
な
ぜ
宗
教
改
革
の
神
学
は

全
体
と
し
て
教
理
問
答
の
性
格
を
も
っ
た
の
か
と
い
う
理
由
を
説
明
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
の
性
格
の
本
質
は
、
宗
教
改
革
の
神
学
が
神
学
的
事
態

に
関
す
る
教
理
を
常
に
学
習
者
の
能
力
か
ら
構
成
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
宗
教
改
革
の
神
学
は
、
受
洗
し
た
キ
リ
ス
ト
者
の
教
育
と
訓
練
を

彼
ら
の
神
学
的
思
惟
の
方
法
と
し
た
。
そ
の
た
め
の
神
学
的
根
拠
は
、
宗
教

改
革
の
神
学
が
神
学
全
体
を
、
個
々
人
の
救
い
に
と
っ
て
知
る
べ
き
必
要
不

可
欠
な
事
柄
に
基
づ
い
て
方
向
づ
け
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
救
い
に

必
要
不
可
欠
な
事
柄
に
関
す
る
知
識
は
、
聖
書
を
読
む
こ
と
に
よ
り
自
主
的

に
自
ら
の
も
の
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

神
学
を
信
徒
に
よ
る
聖
書
の
理
解
に
基
づ
い
て
方
向
づ
け
る
こ
の
や
り
方

を
決
定
づ
け
た
の
は
、
宗
教
改
革
者
の
新
し
い
聖
書
理
解
で
あ
っ
た
。
こ
の

理
解
は
、
聖
書
の
正
し
い
解
釈
は
、
教
理
に
関
す
る
教
会
の
権
威
あ
る
機
関

（
教
皇
、
教
父
、
公
会
議
） 

で
は
な
く
、
聖
書
そ
れ
自
体
の
明
晰
性
と
明
瞭

性
を
通
し
て
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
し
て
い
た
。
M
・
ル
タ
ー



二
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は
聖
書
の
自
己
解
釈
に
関
す
る
彼
の
教
理
（scriptura sui ipsius inter-

pres
）
に
お
い
て
、
J
・
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
聖
書
に
関
す
る
聖
霊
の
内
的
証
言

（testim
onium

 internum

） 

に
関
す
る
彼
の
言
及
に
お
い
て
、
こ
の
理
解
を

展
開
し
た
。
宗
教
改
革
者
の
聖
書
解
釈
は
、
方
法
的
論
の
点
で
釈
義
的
熟
慮

と
教
義
的
熟
慮
を
相
互
に
結
び
つ
け
る
解
釈
学
的
循
環
論
法
に
従
っ
て
い

た
。
つ
ま
り
、
個
々
の
聖
書
箇
所
の
詳
細
な
解
釈
は
、
常
に
読
者
の
生
活
へ

の
適
用
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
次
に
後
者
は
再
び
聖
書
の
解
釈
を
啓
発
す
る
も

の
と
み
な
さ
れ
た
。
本
文
の
解
釈
と
適
用
の
間
の
運
動
は
、
次
の
よ
う
に
遂

行
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、本
文
と
生
活
の
間
の
諸
々
の
類
比
が
指
摘
さ
れ
る
か
、

あ
る
い
は
約
束
と
成
就
の
弁
証
法
が
聖
書
の
適
用
の
規
範
と
さ
れ
た
。
そ
れ

ゆ
え
宗
教
改
革
者
た
ち
の
聖
書
本
文
に
対
す
る
釈
義
的
関
心
は
、
決
し
て
古

め
か
し
い
も
の
で
は
な
く
、
常
に
、
実
践
的
で
応
用
神
学
的
な
思
考
形
式
へ

と
移
行
し
て
行
っ
た
。
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マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー 

　
　『
大
教
理
問
答
』

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ヴ
ェ
ン
テ

一　

略　
　

歴

　

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
は
、
一
四
八
三
年
一
一
月
一
〇
日
、
ア
イ
ス
レ
ー

ベ
ン
に
生
ま
れ
た
。
彼
は
宗
教
改
革
を
始
め
た
人
物
で
あ
り
、
一
生
涯
、
そ

の
最
も
重
要
な
主
唱
者
で
あ
っ
た
。
彼
が
時
代
の
出
来
事
に
ど
れ
ほ
ど
強
い

影
響
を
与
え
た
か
は
、彼
が
死
ん
だ
と
き
、彼
の
神
学
に
基
づ
い
て
中
央
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
政
治
体
制
が
変
革
さ
れ
た
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
。
一
五
〇
一
年

に
学
業
を
終
え
る
と
、
一
五
〇
五
年
ま
で
エ
ア
フ
ル
ト
で
〈
七
つ
の
自
由
学

科
〉（artes literales

） 

を
学
び
、
唯
名
論
に
強
く
影
響
さ
れ
た
。
そ
れ
に
続

い
て
、
父
の
願
い
に
よ
り
法
学
を
学
ぶ
予
定
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が

一
五
〇
五
年
七
月
二
日
、
彼
は
シ
ュ
ト
ッ
テ
ル
ン
ハ
イ
ム
の
近
郊
で
落
雷
に

遭
い
、修
道
士
に
な
る
こ
と
を
誓
っ
た
。彼
は
エ
ル
フ
ル
ト
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ヌ
ス
隠
修
修
道
会
に
入
り
、
一
五
〇
七
年
、
司
祭
に
叙
階
さ
れ
、
同
じ
年
に

神
学
研
究
を
始
め
た
。
一
五
一
一
年
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
修
道
院
に
移

り
、
一
五
一
二
年
、
神
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク

の
聖
書
教
授
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
五
一
二
年
以
降
、
彼
は
修
道
院
の
副
院

長
に
な
り
、
一
五
一
五
年
か
ら
は
修
道
会
の
十
の
修
道
院
の
管
区
長
代
理
と

な
っ
た
。
ま
た
一
五
一
四
年
以
来
、
彼
は
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
教
区
教
会
の

説
教
職
の
務
め
を
果
た
し
た
。
一
五
一
六
年
以
来
、《
ド
イ
ツ
神
学
》
と
い

う
表
題
で
、
ド
イ
ツ
神
秘
主
義
の
精
神
で
書
か
れ
た
論
文
を
い
く
つ
も
出
版

し
た
。
こ
こ
に
現
れ
る
の
は
、
聖
職
者
の
生
活
と
そ
こ
に
お
い
て
実
践
さ
れ

た
〈
経
験
〉
の
神
学
に
対
す
る
ル
タ
ー
の
高
い
評
価
で
あ
る
。
教
授
と
し
て

ま
ず
彼
は
詩
篇
の
講
義
を
行
い
（1513

-1515
;

W
A

 3 , 11
-652

;
4 , 1

- 

462

）、
次
に
ロ
ー
マ
書
（1515 /16

;
W

A
 56 , 157

-528

）、
ガ
ラ
テ
ヤ
書

（1516 /17
;

W
A

 57 /III , 5
-108

）、
へ
ブ
ル
書
（1517 /18

;
W

A
 57 /III , 97

- 

238
） 

の
講
義
を
行
っ
た
。
そ
の
さ
い
彼
は
次
の
こ
と
を
認
識
し
た
。
つ
ま

り
神
の
義
が
人
間
に
与
え
ら
れ
、
人
間
は
信
仰
に
お
け
る
神
の
言
葉
を
通
し

て
の
み
救
い
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
（《
宗
教
改
革
の
突
破
》
に
関
す
る
論
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争
に
つ
い
て
包
括
的
に
扱
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、 Lohse 1968

と

L
ohse 1988

を
参
照
）。

　

こ
れ
は
、
ロ
ー
マ
と
の
対
決
の
第
一
段
階
に
な
っ
た
。
一
五
一
七
年
一
〇

月
三
一
日
、
ル
タ
ー
は
、
横
行
し
て
い
た
贖
宥
券
の
販
売
に
対
抗
し
《
贖
宥

の
効
力
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
討
論
》（
九
五
箇
条
の
提
題
）（W

A
 1 , 

233
-238

） 

を
送
付
し
た
。
ロ
ー
マ
で
は
彼
を
告
訴
す
る
手
続
き
が
と
ら
れ
、

一
五
一
八
年
、
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
に
お
い
て
教
皇
特
使
枢
機
卿
カ
エ
タ
ヌ
ス

に
よ
る
審
問
が
行
わ
れ
た
。
一
五
二
〇
年
、
ル
タ
ー
は
〈
宗
教
改
革
主
要
文

書
〉
に
お
い
て
彼
の
神
学
を
表
明
し
た
。
す
な
わ
ち
『
ド
イ
ツ
の
キ
リ
ス
ト

者
貴
族
に
宛
て
て
』（W

A
 6 , 404

-469

） 

に
お
い
て
彼
は
、
聖
職
者
階
級
が

世
俗
階
級
の
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
異
議
を
唱
え
た
。『
教

会
の
バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
に
つ
い
て
』（W
A

 6 , 497
-573

） 
に
お
い
て
彼
は
、
七

つ
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
を
二
つ
に
減
ら
し
た
。『
善
き
わ
ざ
に
つ
い
て
』（W

A
 6 , 

196
-276

） 

に
お
い
て
彼
は
、
十
戒
を
解
釈
し
、
善
き
業
は
た
し
か
な
信
仰

の
救
い
の
前
提
で
は
な
く
、
そ
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て

『
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
』（W

A
 7 , 20

-36

） 

に
お
い
て
彼
は
、
人
間
は
信
仰
に

お
い
て
す
べ
て
の
人
間
と
事
物
の
主
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
愛
に
お
い
て
彼

ら
の
家
臣
で
あ
る
こ
と
を
簡
潔
に
説
明
し
た
。
一
五
二
〇
年
、
ル
タ
ー
の
教

説
は
ロ
ー
マ
側
か
ら
有
罪
と
判
定
さ
れ
た
。
一
五
二
一
年
、
選
帝
侯
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
（
賢
公
） 

の
強
い
要
求
に
よ
り
、
ル
タ
ー
の
事
件
は
ヴ
ォ
ル
ム
ス
で

の
帝
国
議
会
で
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
は
撤
回
を
拒
否
し
、
破
門

さ
れ
、
そ
の
後
、
帝
国
追
放
と
な
っ
た
。
彼
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
賢
公
に
よ
っ

て
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
に
保
護
さ
れ
、
そ
こ
で
特
に
新
約
聖
書
を
ギ
リ
シ
ア

語
か
ら
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
し
た
。

　

宗
教
改
革
を
秩
序
あ
る
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
、
一
五
二
三
年
、
ル
タ
ー
は

ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
に
戻
っ
た
。
彼
は
そ
こ
で
死
ぬ
ま
で
講
義
を
続
け
、
聖

書
の
翻
訳
を
完
成
し
、
説
教
し
、
数
多
く
の
手
紙
で
宗
教
改
革
の
発
展
を
導

き
、
一
五
三
三
年
か
ら
は
重
要
な
論
争
を
行
っ
た
（W

A
 39I /II

）。

一
五
二
五
年
、
宗
教
改
革
内
部
の
相
違
が
や
が
て
分
裂
の
要
因
と
な
り
始
め

た
。
つ
ま
り
ル
タ
ー
は
Th
・
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
に
反
対
し
た
。
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー

は
農
民
戦
争
に
お
い
て
神
の
国
を
直
接
地
上
に
導
入
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で

あ
る
。
ル
タ
ー
は
指
導
的
な
人
文
主
義
者
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
エ
ラ
ス
ム
ス
に

反
対
し
た
。
エ
ラ
ス
ム
ス
は
、
人
間
は
神
に
対
し
て
自
由
意
志
を
持
つ
と
主

張
し
た
か
ら
で
あ
る
（『
奴
隷
意
志
に
つ
い
て
』﹇W

A
18 , 600

-787

﹈）。
さ

ら
に
一
五
二
五
年
、
ル
タ
ー
は
脱
走
し
た
修
道
女
カ
タ
リ
ー
ナ
・
フ
ォ
ン
・

ボ
ラ
と
結
婚
し
、
彼
ら
の
間
に
六
人
の
子
供
が
生
ま
れ
た
。
一
五
二
六-

一
五
三
〇
年
、
ル
タ
ー
は
、
キ
リ
ス
ト
の
臨
在
の
問
題
を
め
ぐ
り
ツ
ヴ
ィ
ン

グ
リ
及
び
他
の
高
ド
イ
ツ
地
方
の
宗
教
改
革
者
た
ち
と
論
争
し
た
（『
キ
リ

ス
ト
の
聖
餐
に
つ
い
て
。信
仰
告
白
』﹇W

A
 26 , 261

-509

﹈》）。一
五
二
九
年
、

ル
タ
ー
は
小
教
理
問
答
と
大
教
理
問
答
を
出
版
し
た
。注
目
す
べ
き
こ
と
に
、

二
つ
の
本
文
は
ル
タ
ー
の
関
係
者
た
ち
に
と
っ
て
論
争
の
種
と
な
ら
ず
、
彼

ら
は
こ
れ
ら
を
《
あ
る
仕
方
で
、
ル
タ
ー
が
書
く
こ
と
の
な
か
っ
た
教
義
学
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の
代
用
と
み
な
す
》（L

ohse 1977 , 154

） 

こ
と
が
で
き
た
。
一
五
三
〇
年

代
以
来
、
ル
タ
ー
は
た
び
た
び
病
気
に
な
っ
た
。
彼
は
、
彼
の
黙
示
録
的
な

時
代
理
解
に
も
鼓
舞
さ
れ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
教
皇
制
に
対
し
非
常
に
厳
し
い

文
書
を
書
い
た
。
一
五
四
六
年
二
月
一
八
日
、
ア
イ
ス
レ
ー
ベ
ン
で
亡
く
な

り
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
に
埋
葬
さ
れ
た
（
ル
タ
ー
の
生
涯
と
著
作
に
つ
い

て
は
、Schw

arz 2002  

あ
る
い
はL

ohse 1997

を
参
照
。
前
者
は
簡
潔
で

あ
り
、
後
者
は
包
括
的
で
あ
る
）。

二　

作　
　

品

二
・
一　

作
品
の
位
置
づ
け

　
〈
カ
テ
キ
ズ
ム
（
教
理
問
答
）〉
と
い
う
概
念
は
伝
統
的
に
三
つ
の
意
味
で

理
解
さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
（
洗
礼
の
た
め
の
） 
教
育
の
出
来
事
、
そ
の
際

に
取
り
扱
う
素
材
、
最
後
に
書
物
そ
れ
自
体
、
の
三
つ
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト

教
共
同
体
は
そ
の
初
め
か
ら
、
大
人
の
受
洗
者
の
た
め
の
準
備
教
育
を
行
っ

た
。
四
世
紀
に
幼
児
洗
礼
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
、
子
ど
も
に
代
っ

て
代
父
母
が
、
後
に
子
ど
も
た
ち
に
教
育
内
容
を
伝
え
る
と
い
う
委
託
を
受

け
て
、
教
育
を
受
け
た
。
こ
の
教
育
内
容
つ
ま
り
素
材
は
そ
れ
以
後
、
洗
礼

信
条
、
主
の
祈
り
、
愛
の
二
つ
の
戒
め
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
一
二
一
五

年
の
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
を
通
し
て
告
解
の
実
践
が
一
般
に
義
務
づ
け
ら
れ
て

以
来
、
十
戒
が
頻
繁
に
教
理
問
答
の
素
材
と
し
て
付
け
加
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
一
五
世
紀
以
来
そ
れ
は
、
主
と
し
て
使
徒
信
条
、
主
の
祈
り
、
十

戒
、
そ
れ
に
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
に
限
定
さ
れ
た
。
一
五
二
八
年
、
一
冊
の
本

が
初
め
て
明
確
に
教
理
問
答
と
呼
ば
れ
た
。ル
タ
ー
の
教
理
問
答
に
よ
っ
て
、

そ
の
概
念
が
一
般
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
カ
テ
キ
ズ
ム
の
歴
史
に

つ
い
て
は
、Fraas 1988

と Peters 1990 , 15
-17

を
参
照
）。

　

ル
タ
ー
の
教
理
問
答
は
キ
リ
ス
ト
教
の
長
い
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
る
。

そ
の
さ
い
彼
は
こ
の
語
の
三
つ
の
意
味
す
べ
て
を
知
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
第

一
の
意
味
、
つ
ま
り
基
礎
的
教
授
と
し
て
の
教
理
問
答
は
、
ル
タ
ー
に
と
っ

て
決
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
こ
の
語
を
公
的
に
初
め
て
用
い
た
『
ド

イ
ツ
ミ
サ
の
礼
拝
と
順
序
』
の
中
で
こ
う
書
い
て
い
る
。《
教
理
問
答
と
は

教
授
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
異
教
徒
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
キ
リ
ス
ト
教
の
中
で
信
じ
、
行
い
、
そ
し
て
知
る

べ
き
こ
と
を
教
え
、
示
す
こ
と
で
あ
る
》（W

A
 19 , 76 , 2

）。
ル
タ
ー
は
そ

の
た
め
に
、
伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
素
材
を
用
い
た 

│
│ 

も
ち
ろ
ん

ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
は
除
い
て
。
三
つ
の
主
要
本
文
、
す
な
わ
ち
十
戒
、
使
徒

信
条
、
主
の
祈
り
と
、
遅
く
と
も
一
五
二
五
年
か
ら
は
、
洗
礼
式
と
聖
餐
式

の
テ
キ
ス
ト
も
用
い
た
。
以
下
に
お
い
て
検
討
す
る
よ
う
に
、
ル
タ
ー
は
伝

統
的
素
材
を
、
彼
の
教
理
問
答
が
福
音
主
義
神
学
の
至
宝
と
な
る
よ
う
な
仕

方
で
入
念
に
検
討
し
た
。
彼
は
『
奴
隷
意
志
に
つ
い
て
』
と
並
ん
で
彼
の
教

理
問
答
を
最
も
成
功
し
た
文
書
と
み
な
し
た
（W

A
B

 8 , 99 , 7 f

）。

す
で
に
一
五
一
六
年
以
来
、
ル
タ
ー
は
十
戒
に
関
す
る
一
連
の
説
教
を
行
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い
、
一
五
一
七
年
に
初
め
て
主
の
祈
り
の
講
解
を
行
っ
た
。
一
五
二
〇
年
、

三
つ
の
主
要
部
分
を
ま
と
め
た
文
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
つ
ま
り
《
十
戒
の
簡

潔
な
形
式
、
信
仰
の
簡
潔
な
形
式
、
主
の
祈
り
の
簡
潔
な
形
式
》（W

A
 7 , 

204
-229

）。
一
五
二
三
年
の
四
旬
節
と
一
五
二
八
年
、
ル
タ
ー
は
教
理
問
答

に
関
す
る
一
連
の
説
教
を
行
っ
た
。
視
察
の
た
め
ク
ー
ル
ザ
ク
セ
ン
の
教
会

を
訪
れ
た
際
に
、
一
般
の
キ
リ
ス
ト
者
が
彼
ら
の
信
仰
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど

何
も
知
ら
ず
、
牧
師
た
ち
は
決
し
て
良
い
教
師
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
と
き
、
ル
タ
ー
は
、
彼
の
教
理
問
答
に
関
す
る
説
教
を
取
り
入
れ
て
、

ま
ず
『
大
教
理
問
答
』（G

roß er K
atechism

us. 

以
下
、
G
K
と
略
記
） 

を
、

そ
し
て
次
に
『
小
教
理
問
答
』（K

leiner K
atechism

us. 

以
下
、
K
K
と
略

記
） 

を
書
い
た
。
K
K
は
、
G
K
の
抜
粋
で
は
な
く
、《
綱
領
的
基
本
文
書
》

（W
enz 1996 , 248

） 

と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
後
者
と
同
様
に
、
祈
り

と
家
庭
の
部
分
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
一
五
二
九
年
一
月
初
め
に
ま
ず
K
K

が
、
学
校
と
教
会
に
備
え
ら
れ
る
べ
き
と
文
書
し
て
印
刷
さ
れ
、
次
に

一
五
二
九
年
四
月
に
G
K
が
書
物
の
形
で
印
刷
さ
れ
た
。
K
K
は
、
信
徒
及

び
家
長
の
敬
虔
を
深
め
る
た
め
に
、
そ
し
て
G
K
は
牧
師
の
説
教
準
備
と
教

え
の
準
備
の
た
め
に
構
想
さ
れ
た
。
G
K
は
主
と
し
て
牧
師
の
た
め
に
、

K
K
は
主
と
し
て
信
徒
の
た
め
に
構
想
さ
れ
た
（
二
つ
の
教
理
問
答
の
序
：

B
SL

K
 501 , 4

-507 , 21
;

545 , 2
-553 , 24

;

ル
タ
ー
の
教
理
問
答
の
誕
生
に

つ
い
て
は
、W

enz 1996 , 243
-249

を
参
照
）。

二
・
二　

G
K
の
形
式
的
次
元

二
・
二
・
一　

G
K
の
構
成

　

十
戒
、
信
条
、
主
の
祈
り
と
い
う
三
つ
の
主
要
部
分
の
構
成
に
つ
い
て
は

議
論
の
余
地
が
あ
り
、
か
な
り
長
い
間
論
争
さ
れ
て
き
た
。〈
教
理
問
答
的
〉

解
釈
は
、
主
要
部
分
の
一
つ
ひ
と
つ
が
全
体
を
一
定
の
観
点
か
ら
範
例
的
に

観
察
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
の
順
序
は
厳
密
に
体
系
的
な
も
の
と

し
て
理
解
で
き
な
い
と
し
て
も
、
異
な
る
主
要
部
分
は
相
互
に
光
を
投
ず
る

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
〈
教
義
学
的
〉
解
釈
は
主
要
部
分
の
順
序
を
必
然

的
な
も
の
と
み
な
す
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
順
序
は
、
律
法
（
十
戒
） 

か
ら

キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
救
い
（
使
徒
信
条
） 

を
越
え
て
聖
霊
に
お
け
る
愛
の
交

わ
り
（
主
の
祈
り
、
洗
礼
、
聖
餐
） 

へ
と
至
る
三
位
一
体
的-

救
済
史
的
道

筋
を
記
述
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
教
義
学
的
解
釈
に
従
う
こ

と
に
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ル
タ
ー
は
、
三
つ
の
主
要
部
分
を
共
に
取
り
上
げ
る

と
き
は
い
つ
も
、
こ
の
順
序
を
守
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
ル
タ
ー
は
す

で
に
《
短
い
形
式
》
の
中
で
こ
の
順
序
の
よ
り
詳
細
な
体
系
的
意
味
を
説
明

し
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
G
K
に
お
い
て
彼
は
、
主
要
部
分
を
結
び
つ
け

る
言
わ
ば
﹇
映
画
の
﹈
中
間
字
幕
の
中
で
こ
の
意
味
を
説
明
し
た
。
十
戒
は
、

神
が
人
間
に
な
す
よ
う
に
命
じ
た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
特
に
人
間
は
、

神
を
信
ず
る
べ
き
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
《
い
か
な
る
人
間
も
、
十
戒
の
一
つ

で
さ
え
、
そ
れ
が
教
え
て
い
る
よ
う
に
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
で
き
ず
》

（B
SL

K
 640 , 39

-41
）、
ま
さ
に
十
戒
の
課
題
は
、
人
間
を
自
ら
の
無
能
の
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洞
察
へ
と
導
く
こ
と
に
あ
る
。
使
徒
信
条
は
、
戒
め
を
成
就
す
る
た
め
の
力

が
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
を
示
し
、《
わ
れ
わ
れ
全
員
に
、
わ
れ
わ
れ
が
神
か

ら
期
待
し
、
ま
た
受
け
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
を
提
示
し
、
要
す
る
に
、

神
を
徹
底
的
に
認
識
す
る
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
を
導
く
。
し
か
し
そ
れ
は
ま
さ

に
、
わ
れ
わ
れ
が
十
戒
に
従
っ
て
な
す
べ
き
こ
と
を
な
し
う
る
こ
と
に
仕
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
》（B

SL
K

 646 , 7
-12

）。
最
後
に
主
の
祈
り
は
、
い
か

に
し
て
人
間
が
祈
り
に
お
い
て
、
使
徒
信
条
の
中
で
詳
論
さ
れ
た
三
位
一
体

的
な
神
の
自
己-

贈
与
に
祈
り
に
お
い
て
与
る
の
か
を
示
し
て
い
る
。

　

た
と
え
わ
れ
わ
れ
が
〈
教
義
学
的
〉
解
釈
に
基
づ
い
て
考
え
る
と
し
て
も
、

〈
教
理
問
答
的
〉
解
釈
か
ら
相
対
的
な
権
利
を
剥
奪
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
ぜ
な
ら
第
一
の
主
要
部
分
か
ら
第
二
の
主
要
部
分
を
越
え
て
第
三
の
主
要

部
分
へ
と
前
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
一
の
主
要
部
分
の
内
容
が
廃
棄
さ
れ

る
こ
と
は
決
し
て
な
い
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
重
要
な
の
は
、
G
K
に
お
け

る
ル
タ
ー
の
根
本
的
問
い
の
内
容
が
、
い
か
に
し
て
人
間
は
、
十
戒
の
中
で

説
明
さ
れ
た
神
の
善
き
意
志
を
満
た
し
う
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
使
徒
信
条
と
主
の
祈
り
は
、
神
が
そ
れ
に
よ
り
わ
れ
わ
れ

を
助
け
る
方
法
、
つ
ま
り
《
神
の
す
べ
て
の
戒
め
に
対
す
る
喜
び
と
愛
》

（B
SL

K
 661 , 36 f

） 

を
手
に
入
れ
、
信
仰
を
も
っ
て
そ
れ
ら
を
満
た
す
方
法

を
記
述
し
て
い
る
。
宗
教
改
革
陣
営
の
内
部
で
論
争
が
起
こ
っ
た
と
き
、
こ

の
よ
う
な
確
認
は
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
。
反
律
法
主
義
の
人
び
と
が
、
キ

リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
律
法
は
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
を
主
張
し

た
と
き
、
ル
タ
ー
は
、
キ
リ
ス
ト
者
の
生
活
の
本
質
は
十
戒
の
正
し
い
成
就

に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ル
タ
ー
の
解
釈
の

特
徴
は
次
の
二
つ
の
観
点
に
あ
る
。
つ
ま
り
一
方
で
律
法
は
自
分
の
罪
性
の

認
識
へ
と
通
じ
て
い
る
（usus elenchthicus

）。
他
方
で 

│
│ 

特
に
G
K

に
お
い
て 

│
│
、
ル
タ
ー
は
十
戒
の
解
釈
の
中
で
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
の
根

本
的
特
徴
を
展
開
し
て
い
る
（usus evangelii

な
い
しusus adhorta-

tivus
;

H
erm

s 1987 , 89
-91

）。
こ
う
し
て
三
つ
の
主
要
部
の
分
類
に
お
い

て
も
う
一
つ
の
次
元
が
見
え
て
く
る
。
つ
ま
り
そ
れ
が
十
戒
か
ら
使
徒
信
条

を
越
え
て
主
の
祈
り
に
至
る
と
き
、
主
の
祈
り
は
、
聖
霊
と
祈
り
に
よ
っ
て

強
め
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
者
が
今
や
満
た
し
う
る
十
戒
の
中
へ
と
再
び
合
流
し

て
行
く
。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
者
は
同
時
に
恒
常
的
に
罪
人
の
ま
ま
で
あ
り

（sim
ul iustus et peccator

）、
そ
れ
ゆ
え
キ
リ
ス
ト
者
は
再
び
使
徒
信
条
と

主
の
祈
り
へ
と
向
か
う
よ
う
に
指
示
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
三
つ
の
主
要
部

分
は
こ
の
点
で
循
環
構
造
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
ル
タ
ー
は
教
理
問

答
を
日
々
読
む
よ
う
に
勧
め
て
い
る
の
で
あ
る
（B

SL
K

 547 , 29
-548 , 

6
;

557 , 5
-26

;
G

K

の
構
造
を
巡
る
論
争
に
つ
い
て
は
、 W

enz 1996 , 253
-

261

とPeters 1976

を
参
照
）。

二
・
二
・
二　

G
K
の
人
間
学
の
観
点

　

ル
タ
ー
の
関
心
事
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
今
や
G
K

の
人
間
学
を
一
瞥
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
第
一
戒
の
解
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釈
の
最
初
の
部
分
を
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

　
《
あ
な
た
に
は
、
わ
た
し
を
お
い
て
ほ
か
に
神
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
こ
れ
は
、
わ
た
し
の
み
を
あ
な
た
の
神
と
せ
よ
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
何
が
言
わ
れ
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
べ

き
な
の
だ
ろ
う
か
。〈
一
人
の
神
〉
を
も
つ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
だ

ろ
う
か
。
ま
た
、〈
神
〉
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
答
え
は
こ
う
で
あ
る
。

〈
神
〉
と
は
、
人
が
そ
こ
か
ら
す
べ
て
の
善
き
も
の
を
期
待
し
、
い
か

な
る
困
窮
の
時
に
も
そ
こ
へ
と
避
難
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。〈
一
人
の

神
を
も
つ
〉
と
は
し
た
が
っ
て
、
心
か
ら
こ
の
お
方
を
信
頼
し
、
信
ず

る
こ
と
で
あ
る
。
わ
た
し
が
す
で
に
し
ば
し
ば
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

心
の
信
頼
と
信
仰
の
み
が
、
な
に
も
の
か
を
神
に
も
偶
像
に
も
す
る
の

で
あ
る
。
も
し
信
仰
と
信
頼
が
正
し
け
れ
ば
、あ
な
た
の
神
も
正
し
い
。

そ
の
反
対
も
然
り
で
あ
る
。信
頼
が
偽
物
で
正
し
く
な
い
と
こ
ろ
で
は
、

正
し
い
神
も
そ
う
で
は
な
く
な
る
。
な
ぜ
な
ら
信
仰
と
神
の
二
つ
は
共

属
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
あ
な
た
の
心
が
依
拠
し
、
そ

し
て
信
頼
す
る
と
き
、
そ
の
お
方
は
本
当
に
あ
な
た
の
神
な
の
で
あ

る
。》

こ
の
引
用
文
に
よ
り
、
人
間
は
関
係
存
在
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

彼
の
関
心
、
彼
の
人
格
の
中
心 

│
│ 

ル
タ
ー
は
こ
れ
を
こ
こ
で
は
〈
心
〉

と
呼
び
、
他
の
と
こ
ろ
で
は
〈
良
心
〉
と
も
呼
ぶ 

│
│ 

の
特
徴
は
、
そ
れ

が
自
ら
の
う
ち
に
安
ら
ぐ
こ
と
な
く
、
最
終
的
究
極
的
決
定
機
関
と
の
関
係

の
う
ち
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
決
定
機
関
は
真
の
神
な
い
し
偶
像
で
も

あ
り
う
る
。
ル
タ
ー
に
よ
る
と
人
間
は
だ
れ
で
も
神
な
い
し
偶
像
を
も
っ
て

い
る
。
な
ぜ
な
ら
各
人
は
そ
の
心
を
、
彼
が
信
頼
し
、
困
っ
た
と
き
に
は
い

つ
も
そ
こ
か
ら
助
け
を
期
待
す
る
何
も
の
か
に
結
び
つ
け
る
か
ら
で
あ
る
。

人
間
は
関
係
存
在
と
し
て
信
ず
る
存
在
で
あ
る
。
た
と
え
多
く
の
人
間
が
そ

の
信
頼
の
対
象
を
神
な
い
し
偶
像
と
呼
ば
な
い
と
し
て
も
、
こ
の
神
学
的
言

表
は
妥
当
性
を
も
つ
。
第
一
戒
の
更
な
る
解
釈
に
お
い
て
ル
タ
ー
は
、
偶
像

と
い
う
言
葉
で
世
俗
的
対
象
が
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

し
た
が
っ
て
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
自
分
の
自
我
と
自
分
の
業
の
偶
像

化
、
あ
る
い
は
金
銭
、
賢
明
さ
、
教
養
、
そ
し
て
人
望
で
あ
る
。《
金
と
財

産
を
も
つ
者
は
、
自
ら
を
安
全
と
考
え
、
あ
た
か
も
天
国
の
た
だ
な
か
に
い

る
か
の
ご
と
く
、
喜
び
、
そ
し
て
恐
れ
る
こ
と
が
な
い
》（B

SL
K

 561 , 

17
-19

）。

　

人
間
は
し
か
し
構
造
的
に
宗
教
的
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
は
い
か

な
る
中
立
的
領
域
も
あ
り
え
な
い
戦
闘
状
態
の
一
部
で
も
あ
る
。
人
間
は
信

仰
と
不
信
仰
の
間
の
ど
こ
か
に
立
つ
こ
と
は
で
き
ず
、
む
し
ろ
人
間
は
信
仰

（
彼
の
心
が
真
の
神
に
依
拠
し
て
い
る
と
き
） 

か
、
あ
る
い
は
不
信
仰
（
彼

の
心
が
偶
像
に
依
拠
し
て
い
る
と
き
） 

か
の
ど
ち
ら
か
の
状
態
に
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
人
間
の
根
本
的
状
況
は
救
済
論
的
責
任
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
。
よ
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り
正
確
に
言
う
と
、
堕
罪
の
諸
制
約
の
下
で
は
、
人
間
は
自
か
ら
自
分
の
心

を
、
神
御
自
身
で
は
な
く
た
だ
偶
像
に
依
拠
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で

あ
る
。
堕
罪
の
状
態
に
あ
る
人
間
は
、
自
ら
神
に
向
か
う
力
を
も
っ
て
い
な

い
。
合
理
主
義
の
種
々
の
変
種
の
場
合
と
異
な
り
、
ル
タ
ー
は
こ
う
考
え
て

い
る
。
つ
ま
り
、人
間
は
彼
の
人
格
の
中
心
（
彼
の
〈
心
〉
と
、そ
れ
に
よ
っ

て
影
響
さ
れ
る
彼
の
意
志
） 

を
彼
の
理
性
に
よ
っ
て
、
神
に
依
拠
す
る
よ
う

に
動
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
神
と
の
関
連
で
（coram

 D
eo

）、

人
間
の
意
志
の
能
力
は
不
自
由
で
あ
る
（servum

 arbitrium

）。
神
の
み
が

そ
の
言
葉
を
通
し
て
人
間
を
、
彼
の
心
と
彼
の
意
志
を
神
に
依
拠
さ
せ
る
よ

う
に
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
は
、神
の
約
束
の
言
葉
（prom

-

issio

）、
つ
ま
り
そ
の
言
葉
が
告
知
す
る
こ
と
を
成
就
す
る
遂
行
的
言
葉
が

必
要
に
な
る
。
こ
う
し
て
理
性
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
行
為
は
、

今
や
心
と
意
志
の
そ
の
つ
ど
の
構
え
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
す
で
に
ル
タ
ー
の
神
学
概
念
を
参
照
す
る
よ
う
に
指
示
す
る

更
な
る
観
察
が
生
じ
て
く
る
。
ル
タ
ー
が
、《
心
の
信
頼
と
信
仰
の
み
が 

…
…
神
を
生
み
だ
す
》
と
記
す
と
き
、
彼
は
、
わ
れ
わ
れ
の
信
仰
が
神
を
作

り
出
す
と
い
う
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
思
想
を
先
取
り
し
て
い
る
の
で
は
な

い
。
む
し
ろ
、
正
し
い
神
関
係
で
あ
る
あ
の
信
頼
を
わ
れ
わ
れ
に
可
能
に
す

る
の
は
神
御
自
身
で
あ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
〈
神
を
生
み
だ
す
〉
の
は
、
神

御
自
身
で
あ
る
。
ま
さ
に
近
代
神
学
の
種
々
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
異
な
り
、

G
K
に
お
い
て
話
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
理
論
的
理
性
の
観
点
そ
れ
自
体

か
ら
み
た
神
で
は
な
く
、
た
だ
実
践
的
理
性
の
観
点
か
ら
み
た
神
、
つ
ま
り

信
頼
の
源
泉
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
重
要
な
の
は
、〈
信
仰
と
神
〉
が
共
属
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ル
タ
ー
に
と
っ
て
神
学
は
知
恵
の
諸
要
素
を
も
つ
実

践
的
学
問
で
あ
る
（B

ayer 1994 , 49
-55

）。
ル
タ
ー
神
学
の
関
心
は
フ
ォ

イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
異
議
に
対
抗
し
、
理
論
的
理
性
の
観
点
か
ら
企
て
ら
れ
る

神
証
明
が
与
え
る
確
信
、
し
た
が
っ
て
信
仰
の
生
活
実
践
を
無
視
す
る
確
信

に
到
達
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
G
K
は
、
信
仰
の

観
点
か
ら
、
い
か
に
し
て
神
御
自
身
が
、
わ
れ
わ
れ
が
神
に
ふ
さ
わ
し
い
神

へ
の
信
頼
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
る
の
か
を
記
述

す
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
っ
た
く
神
に
信
頼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
十
戒
は
言
う
。
使
徒
信
条
は
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
た
め
の
力
を
ど
こ

で
見
い
だ
す
の
か
を
説
明
し
、
そ
し
て
主
の
祈
り
は
、
わ
れ
わ
れ
が
い
か
に

し
て
そ
れ
を
わ
が
も
の
と
す
る
の
か
を
説
明
す
る
。
こ
の
よ
う
に
G
K
の
構

成
（
二
・
二
・
一
を
参
照
） 

は
、
第
一
戒
の
解
釈
の
中
で
示
唆
さ
れ
て
い
る
堕

罪
後
の
人
間
の
根
本
的
状
況
に
応
え
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
さ
ら
に
解
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
（
第
一
戒
の
ル
タ
ー
の
解
釈
に
つ
い
て
はE

beling 1969

を
、
人
間
学
に
つ
い
て
は H

ä rle 2008

を
参
照
）。

二
・
二
・
三　

G
K
の
神
学
概
念

　

こ
れ
ま
で
述
べ
た
こ
と
か
ら
ル
タ
ー
の
神
学
概
念
の
さ
ら
な
る
諸
次
元
が

展
開
さ
れ
る
。
神
学
の
対
象
（subiectum

 theologiae

） 

は
、《
罪
深
く
失
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わ
れ
た
人
間
と
、義
と
救
い
を
も
た
ら
す
神
》（W

A
 40II , 328 , 1 f

） 

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
ル
タ
ー
は
彼
の
神
学
概
念
を
専
ら
神
か
ら
形
成
す
る
こ
と
も
、

ま
た
専
ら
人
間
か
ら
形
成
す
る
こ
と
も
せ
ず
、
た
だ
ち
に
両
者
を
そ
の
関
連

性
に
お
い
て
捉
え
、
ま
た
人
間
を
堕
罪
の
諸
制
約
の
下
で
考
え
る
。
神
学
の

中
心
的
課
題
は
、
こ
の
関
連
性
の
中
で
諸
々
の
正
し
い
区
別
の
遵
守
に
注
目

す
る
こ
と
で
あ
る
。
よ
り
厳
密
に
言
う
と
、
神
の
課
題
（opus D

ei

） 

が
人

間
の
課
題
（opus hom

ininum
） 
か
ら
区
別
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
す
る
こ
と

で
あ
る
。
人
間
の
罪
性
の
本
質
は
、
こ
の
区
別
を
あ
い
ま
い
に
す
る
こ
と
に

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
罪
を
犯
し
た
人
間
は
そ
の
心
を
偶
像
に
寄
せ
、
自
ら
の
業

な
い
し
他
の
こ
の
世
的
な
価
値
に
よ
っ
て
自
ら
を
救
お
う
と
す
る
か
ら
で
あ

る
。

　

神
学
の
第
二
の
有
名
な
定
義
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
《
律
法
と

福
音
を
正
し
く
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
神
に
感
謝
し
、
自
分
が
神

学
者
で
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
》（W

A
 40I , 207 , 17 f

）。
ル
タ
ー
は
、

人
間
が
為
す
べ
き
こ
と
を
、〈
律
法
〉
と
い
う
語
で
表
示
し
、
ま
た
わ
れ
わ

れ
が
為
す
べ
き
こ
と
を
為
し
う
る
よ
う
に
、
神
が
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
行
う

こ
と
を
〈
福
音
〉
と
呼
ぶ
。
こ
う
し
て
第
二
の
定
義
は
神
学
の
中
心
的
課
題

を
改
革
す
る
。
G
K
は
、
彼
が
律
法
と
福
音
を
適
切
に
区
別
し
て
い
る
と
い

う
点
で
、
宗
教
改
革
の
神
学
の
卓
越
し
た
著
作
で
あ
る
。
即
ち
十
戒
は
律
法

を
、使
徒
信
条
と
主
の
祈
り
は
福
音
を
際
立
た
せ
て
い
る
の
で
あ
る
（B

SL
K

 

661 , 23
-25

）。

　

ル
タ
ー
に
よ
る
と
神
学
の
中
心
的
課
題
は
正
し
い
区
別
に
精
通
す
る
こ
と

で
あ
る
が
、
彼
の
神
学
概
念
は
同
時
に
、
神
学
の
近
代
的
理
解
の
広
範
な
潮

流
に
と
っ
て
特
徴
的
な
一
定
の
諸
々
の
分
離
を
う
ま
く
逃
れ
て
い
る
。
G
K

は
、
専
門
家
と
信
徒
の
双
方
の
た
め
に
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
両
者
の
た
め

の
神
学
が
分
離
す
る
こ
と
を
う
ま
く
逃
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
教
義

学
と
倫
理
の
分
離
を
逃
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
G
K
は
、
霊
に
お
け
る
キ
リ

ス
ト
の
臨
在
を
通
し
て
人
間
の
最
内
奥
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
る
の
か
を

記
述
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
同
時
に
人
間
は
社
会
倫
理
へ
と
向
か
う
よ
う

に
指
示
さ
れ
、
ル
タ
ー
に
よ
る
と
神
の
言
葉
と
悪
魔
の
公
的
戦
い
で
あ
る
世

界
史
の
只
中
に
立
た
さ
れ
る
。
最
後
に
G
K
は
聖
書
神
学
と
経
験
神
学
の
分

離
を
逃
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
ル
タ
ー
に
と
っ
て
神
学
と
は
本
質
的
に
聖
書

解
釈
で
あ
り
、
教
理
問
答
は
《
聖
書
全
体
の
簡
潔
な
抜
粋
で
あ
り
、
概
要
で

あ
る
》（B

SL
K

 552 , 32 f

）。
こ
こ
に
は
律
法
と
福
音
の
区
別
も
組
み
入
れ

ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ル
タ
ー
は
こ
の
区
別
を
聖
書
全
体
の
内
容
的
中
心

と
み
な
す
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
聖
書
の
解
釈
は
三
つ
の
方
法
で
経

験
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
。
第
一
に
、
聖
書
の
言
表
の
相
当
数
は
経
験
を
通
し

て
支
持
さ
れ
る
。自
分
の
心
を
金
銭
に
寄
せ
る
人
間
が
不
幸
に
な
る
こ
と
は
、

一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（B

SL
K

 570 , 45
-571 , 22

）。
第
二

に
、
聖
書
の
解
釈
を
通
し
て
、
何
よ
り
も
ま
ず
相
当
数
の
経
験
の
真
理
が
目

に
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
自
分
の
罪
性
に
気
づ
か
な
い
こ
と
は
、

人
間
の
罪
性
に
属
す
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
律
法
が
こ
の
罪
性
を
暴
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露
し
、
こ
の
洞
察
の
内
的
習
得
へ
と
導
く
。
第
三
に
、
聖
書
解
釈
と
経
験
の

対
立
が
あ
る
。
そ
れ
は
試
練
と
し
て
突
き
つ
け
ら
れ
、
神
学
者
に
と
っ
て
重

要
な
意
味
を
も
つ
。
こ
の
神
学
者
は
聖
書
か
ら
出
発
し
つ
つ
、
聖
書
に
お
い

て
伝
達
さ
れ
る
神
の
救
い
の
意
志
と
矛
盾
し
、
し
た
が
っ
て
神
の
言
葉
の
一

体
性
を
脅
か
す
諸
々
の
世
界
経
験
を
す
る
。
こ
れ
ら
の
諸
経
験
は
、
再
び
新

た
な
経
験
へ
と
通
ず
る
革
新
さ
れ
今
や
深
め
ら
れ
た
聖
書
解
釈
に
至
る
。
そ

の
結
果
ル
タ
ー
は
、
聖
書
に
由
来
し
、
ま
た
聖
書
へ
と
導
く
こ
の
経
験
と
の

関
連
で
、《
経
験
の
み
が
神
学
者
を
生
み
だ
す
》（W

A
 T

R
 1 , 16 , 13

） 

と
言

う
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
お
い
て
、こ
れ
ま
で
述
べ
た
こ
と
を
前
提
と
し
、

ル
タ
ー
の
三
つ
の
主
要
著
作
の
中
心
的
観
点
の
解
釈
に
基
づ
き
、ま
た
洗
礼
、

聖
餐
式
、
告
解
に
関
す
る
ル
タ
ー
の
詳
論
を
見
通
し
つ
つ
、
G
K
の
重
要
な

内
容
を
再
構
成
し
て
み
た
い
と
思
う
（
ル
タ
ー
の
神
学
概
念
に
つ
い
て
は
、

B
ayer 1994 , 35

-126, E
beling 1995, B

eutel 2 005  a, b, c

を
参
照
）。

二
・
三　

内
容

　

ル
タ
ー
は
、
十
戒
を
ユ
ダ
ヤ
教
独
自
の
戒
め
と
し
て
理
解
し
た
の
で
は
な

く
、
す
べ
て
の
ひ
と
の
こ
こ
ろ
に
記
さ
れ
た
自
然
法
（lex naturalis

） 
の
仕

上
げ
と
し
て
理
解
し
た
（B

SL
K

 661 , 25 f

）。
こ
の
点
で
十
戒
は
何
も
の
に

も
凌
駕
さ
れ
ず
、
そ
れ
は
愛
の
二
重
の
戒
め
の
仕
上
げ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

十
戒
は
堕
罪
に
よ
っ
て
曇
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
か

ら
初
め
て
、
再
び
完
全
に
判
読
可
能
な
、
彼
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
、
そ
し
て

彼
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。

　

ル
タ
ー
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
的-

中
世
的
伝
統
を
受
容
し
、
像
の
禁

止
の
戒
め
を
第
一
戒
に
組
み
入
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ど
ち
ら
も
偶
像
礼
拝
を
禁

止
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（B

SL
K

 564 , 19
-28

）。
し
た
が
っ
て
十
戒
の
第

一
の
板
は
第
一
戒
の
他
に
名
前
の
聖
化
と
安
息
日
の
聖
化
の
戒
め
を
含
み
、

人
間
の
神
関
係
を
規
定
す
る
。
第
二
の
板
は
残
り
の
七
つ
の
戒
め
を
含
み
、

人
間
の
隣
人
関
係
を
規
定
す
る
。
そ
の
さ
い
二
つ
の
次
元
は
《
元
来
統
一
的

な
関
係
構
造
の
構
成
的
要
素
》（H

erm
s 1990 , 8

） 

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ま

さ
に
神
関
係
は
、
こ
の
世
に
お
い
て
隣
人
に
仕
え
る
こ
と
を
人
間
に
義
務
づ

け
る
か
ら
で
あ
る
。

十
戒
の
決
定
的
構
造
原
理
は
、
第
一
戒
を
中
心
に
据
え
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
他
の
す
べ
て
の
戒
め
は
、
第
一
戒
か
ら
結
果
と
し
て
生
じ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
刻
印
さ
れ
、
再
び
そ
れ
へ
と
帰
っ
て
行
く
か
ら
で
あ
る

（B
SL

K
 642 , 45

-644 , 22

）。
第
一
戒
は
、
人
間
の
信
頼
に
満
ち
た
全
き
献

身
と
し
て
の
信
仰
を
要
求
す
る
。し
た
が
っ
て
第
一
戒
が
満
た
さ
れ
る
と
き
、

す
べ
て
の
戒
め
が
満
た
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
十
戒
の
統
一
性
は
第
一
戒

に
お
い
て
保
証
さ
れ
る
。
第
二
の
戒
め
は
多
く
の
戒
め
を
基
礎
づ
け
る
。
な

ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
身
体
的
な
人
格
存
在
の
も
つ
諸
条
件
の
下
で
の
、
全
き
献

身
を
説
明
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
身
体
を
も
つ
人
間
は
言
語
と
交
わ
り
に

よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
は
名
前
の
聖
化
と
安
息

日
に
お
け
る
共
同
体
の
祝
祭
を
通
し
て
神
に
仕
え
る
（
第
二
と
第
三
の
戒



一
二

̶ ̶105

め
）。
最
終
的
に
彼
ら
は
こ
の
世
の
中
で
、
そ
し
て
そ
こ
で
も
神
に
ふ
さ
わ

し
く
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
二
の
板
）。

第
一
戒
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
る
全
き
献
身
は
、
今
や
ル
タ
ー
に
よ
っ
て
三

重
の
点
か
ら
説
明
さ
れ
、
明
確
化
さ
れ
る
。
す
べ
て
の
戒
め
は
、
つ
ま
り
禁

令
の
み
な
ら
ず
戒
め
も
、一
つ
の
戒
め
に
お
い
て
定
式
化
さ
れ
る
。し
た
が
っ

て
例
え
ば
第
二
戒
の
名
前
の
濫
用
の
禁
止
は
、
神
の
名
前
を
正
し
く
用
い
る

べ
し
と
の
要
求
に
よ
っ
て
補
足
さ
れ
、
そ
の
間
に
ひ
と
は
神
に
つ
い
て
適
切

に
学
び
、
あ
ら
ゆ
る
苦
し
み
の
中
で
神
に
請
い
求
め
る
。
さ
ら
ル
タ
ー
は
戒

め
に
お
い
て
要
求
さ
れ
る
事
柄
の
内
容
の
範
囲
を
、
こ
の
世
全
体
に
向
か
っ

て
、
ま
た
自
分
の
内
面
に
向
か
っ
て
拡
大
す
る
。
例
え
ば
第
四
戒
に
お
い
て

両
親
へ
の
服
従
は
他
の
社
会
的
諸
関
係
へ
と
拡
大
さ
れ
て
い
る（
主
人
／
僕
、

当
局
／
臣
民
）。
こ
れ
に
対
し
、
心
の
憤
り
は
戒
め
を
破
る
こ
と
で
あ
る
と

す
る
第
五
戒
に
お
い
て
、
そ
の
内
面
化
は
特
に
明
ら
か
に
な
る
。
最
後
に
、

新
し
い
他
の
戒
め
の
個
々
の
規
定
は
絶
え
ず
第
一
戒
に
よ
っ
て
相
対
化
さ
れ

る
。
例
え
ば
、
両
親
を
敬
う
戒
め
に
対
し
、
争
い
事
が
起
こ
る
場
合
に
は
、

ひ
と
は
人
間
よ
り
も
神
に
従
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
付
け
加
え
ら
れ
る
（
十

戒
に
つ
い
て
は
、H

erm
s 1990, W

enz 1996 , 63
-286, Peters 1990

を
参

照
） 

。
続
く
二
つ
の
問
い
に
よ
っ
て
ル
タ
ー
は
使
徒
信
条
へ
と
移
行
す
る
。
つ
ま

り
、
信
仰
の
服
従
を
要
求
す
る
こ
の
神
と
は
誰
か
。
し
た
が
っ
て
信
仰
の
対

象
は
誰
か
。
そ
し
て
信
仰
の
根
拠
は
何
か
。
最
初
の
問
い
に
対
す
る
答
え
に

お
い
て
、キ
リ
ス
ト
者
と
非
キ
リ
ス
ト
者
は
分
か
れ
る
。
非
キ
リ
ス
ト
者
は
、

ひ
と
り
の
神
が
い
る
こ
と
を
知
ろ
う
と
す
る
が
、
キ
リ
ス
ト
者
は
ま
ず
、
こ

の
神
が
人
間
に
対
し
善
き
こ
と
を
考
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
る
。《
な
ぜ

な
ら
こ
こ
で
、
つ
ま
り
三
つ
の
項
目
す
べ
て
に
お
い
て
、
神
は
、
そ
の
父
親

と
し
て
の
心
と
言
葉
で
ま
っ
た
く
言
い
表
し
が
た
い
愛
の
深
淵
を
啓
示
し
か

つ
開
示
し
た
か
ら
で
あ
る
》（B

SL
K

660 , 28
-32

）。
第
二
の
問
い
は
、
い

か
な
る
人
間
も
戒
め
の
ひ
と
つ
さ
え
履
行
し
え
な
い
と
い
う
十
戒
に
よ
っ
て

惹
き
起
こ
さ
れ
た
洞
察
を
引
き
継
い
で
い
る
（B

SL
K

 640 , 39
-41

）。
し
た

が
っ
て
大
事
な
の
は
、戒
め
を
履
行
す
る
力
が
ど
こ
か
ら
や
っ
て
く
る
の
か
、

つ
ま
り
信
仰
の
根
拠
は
何
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
使
徒
信
条
の

要
点
は
、
信
仰
の
対
象
と
し
て
の
三
一
の
神
が
同
時
に
信
仰
の
根
拠
で
あ
る

こ
と
に
あ
る
。
三
一
の
神
が
信
仰
を
喚
起
し
、
そ
れ
に
よ
り
わ
れ
わ
れ
が

三
一
の
神
と
の
正
し
い
関
係
の
う
ち
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た

め
に
、
こ
の
三
一
の
神
は
、
愛
と
し
て
の
そ
の
本
質
に
基
づ
き
わ
れ
わ
れ
の

た
め
に
自
ら
を
与
え
る
。
三
つ
の
項
目
の
す
べ
て
、
つ
ま
り
創
造
に
関
す
る

項
目
、
和
解
に
関
す
る
項
目
、
そ
し
て
救
い
に
関
す
る
項
目
は
、
こ
の
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

《
な
ぜ
な
ら
神
は
、
ま
さ
に
わ
れ
わ
れ
を
救
い
、
聖
と
す
る
た
め
に
、

わ
れ
わ
れ
を
お
造
り
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
神
が
わ
れ
わ
れ
す
べ
て

に
与
え
、
譲
り
渡
し
た
も
の
の
他
に
、
つ
ま
り
天
と
地
に
あ
る
も
の
の
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他
に
、
神
は
そ
の
御
子
と
聖
霊
も
与
え
て
下
さ
っ
た
。
そ
れ
は
、
御
子

と
聖
霊
を
通
し
て
わ
れ
わ
れ
を
御
自
身
に
至
ら
せ
る
た
め
で
あ
る
》

（B
SL

K
 660 , 32

-38

）。

こ
れ
ま
で
の
伝
統
と
異
な
り
、
ル
タ
ー
は
使
徒
信
条
を
一
二
使
徒
に
従
っ

て
一
二
の
部
分
に
分
け
ず
、
そ
れ
を
内
容
的
に
三
一
の
神
の
、
信
仰
を
引
き

起
こ
す
救
済
の
行
為
に
合
わ
せ
、
そ
れ
を
三
つ
の
位
格
に
従
っ
て
三
つ
の
項

に
区
分
す
る
（B

SL
K

 646 , 35
-647 , 19

）。
第
一
項
は
お
も
に
父
な
る
神
に

割
り
当
て
ら
れ
、
こ
の
神
は
、
創
造
し
保
持
す
る
創
造
者
で
あ
る
が
、
人
間

は
被
造
物
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
創
造
者
と
被
造
物
の
差
異
が
強
調
さ

れ
る
が
、
そ
の
際
、
こ
の
世
の
す
べ
て
が
《
神
の
必
要
に
役
立
つ
も
の
》

（B
SL

K
 648 , 19 f

） 

と
し
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
る
父

な
る
神
の
善
も
明
示
さ
れ
る
。
人
間
の
課
題
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
神
に

感
謝
し
、
神
に
仕
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
奉
仕
の
よ
り
詳
細
な
規
定
は
十

戒
に
み
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
十
戒
は
使
徒
信
条
の
第
一
項
の
中
に
そ
の
救

済
史
的
位
置
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
人
間
は
堕
罪
の
ゆ
え
に
罪
を

犯
し
、
あ
た
か
も
人
間
が
自
ら
す
べ
て
の
も
の
に
服
従
す
る
か
の
ご
と
く
生

き
て
い
る
。
あ
る
い
は
ル
タ
ー
に
な
ら
っ
て
言
え
ば
、
人
間
は
悪
魔
に
支
配

さ
れ
て
い
る
。

第
二
項
は
、
教
理
問
答
全
体
の
中
心
を
同
時
に
使
徒
信
条
の
中
心
に
位
置

づ
け
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
、
悪
魔
の
力
か
ら
解
放

す
る
お
方
と
し
て
紹
介
す
る
か
ら
で
あ
る
。
支
配
の
交
代
が
生
ず
る
と
き
、

こ
の
こ
と
が
起
こ
る
。
す
な
わ
ち
神
は
自
ら
自
分
を
子
の
神
と
し
て
差
し
出

し
、
そ
の
結
果
、
も
は
や
悪
魔
で
は
な
く
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
《
わ
た
し

の
主
》（B

SL
K

 651 , 33

） 

と
な
る
。
ル
タ
ー
は
第
二
項
の
他
の
す
べ
て
の

言
表
を
、
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
の
真
の
神
性
、
処
女
降
誕
、
十
字
架
刑
、
そ
の

他
を
、
し
た
が
っ
て
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
関
す
る
古
代
教
会
の
存
在
論
的

言
表
の
す
べ
て
も
、
こ
れ
ら
の
救
済
論
的
中
心
規
定
に
結
び
つ
け
る
。
こ
う

し
て
彼
は
そ
れ
ら
を
、
キ
リ
ス
ト
が
ど
の
よ
う
に
し
て
人
間
の
主
に
な
る
の

か
と
い
う
そ
の
方
法
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
。

キ
リ
ス
ト
の
主
と
し
て
の
存
在
は
、
第
三
項
に
お
い
て
記
述
さ
れ
る
聖
霊

の
働
き
に
お
い
て
完
成
さ
れ
る
。
聖
霊
は
、
そ
れ
が
人
間
を
聖
と
す
る
こ
と

に
お
い
て
聖
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
第
三
項
の
広
範
な
諸
規
定
も
、
こ
の
こ
と

が
ど
の
よ
う
に
し
て
起
こ
る
の
か
と
い
う
方
法
を
説
明
す
る
も
の
と
み
な
さ

れ
る
。
聖
霊
は
人
間
を
教
会
へ
と
導
き
、
し
た
が
っ
て
告
知
へ
と
導
き
、
こ

の
告
知
が
彼
に
と
っ
て
真
実
で
あ
る
こ
と
を
分
か
ら
せ
る
。
こ
う
し
て
死
か

ら
生
へ
の
移
行
と
し
て
の
罪
の
許
し
が
生
ず
る
。
こ
の
罪
の
許
し
は
キ
リ
ス

ト
者
の
《
実
存
全
体
の
根
本
的
特
徴
》（H

erm
s 1987 , 112

） 

で
あ
り
、
二

重
の
次
元
を
も
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
神
は
人
間
の
罪
を
許
し
、
し
た
が
っ

て
人
間
も
互
い
に
許
し
あ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
キ
リ
ス
ト
者
の

特
徴
は
、
さ
ら
に
罪
を
犯
し
て
も
、
そ
の
さ
い
諸
々
の
罪
が
彼
を
今
や
た
し

か
に
な
お
永
遠
の
罪
に
定
め
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
他
方
、
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彼
の
聖
化
も
そ
の
つ
ど
強
ま
っ
て
行
く
。
な
ぜ
な
ら
聖
霊
に
よ
っ
て
惹
き
起

こ
さ
れ
る
義
認
の
言
葉
は
実
際
に
効
果
を
も
た
ら
す
局
面
を
も
ち
、
単
に
正

し
い
と
宣
告
す
る
だ
け
で
な
く
、
正
し
さ
を
生
み
だ
す
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
三
一
の
神
の
働
き
に
よ
り
、
信
仰
が
惹
き
起
こ
さ

れ
、
十
戒
が
成
就
さ
れ
る
。
つ
ま
り
神
は
信
仰
の
根
拠
で
あ
り
、
ま
た
信
仰

の
対
象
で
あ
る
（
使
徒
信
条
に
つ
い
て
は
、H

erm
s 1987 , W

enz 1996 , 

286
-322 , Peters 1991

を
参
照
）。

た
し
か
に
聖
性
の
成
長
は
死
に
至
る
ま
で
や
む
こ
と
が
な
く
、
主
の
祈
り

は
、
こ
の
持
続
す
る
戦
い
の
中
で
人
間
が
と
る
べ
き
正
し
い
態
度
を
記
述
す

る
。
神
は
威
嚇
と
約
束
を
も
っ
て
、
そ
れ
自
体
す
で
に
存
在
す
る
神
の
国
が

わ
れ
わ
れ
の
も
と
に
も
来
る
よ
う
に
祈
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
に
勧
め
る

（B
SL

K
 673 , 8

-23

）。
こ
う
し
て
そ
の
祈
り
は
そ
れ
自
体
聖
霊
を
通
し
て
、

そ
れ
が
祈
り
求
め
る
も
の
を
も
た
ら
す
。
な
ぜ
な
ら
主
の
祈
り
は
祈
願
お
よ

び
嘆
願
と
し
て
、
す
べ
て
の
も
の
を
神
か
ら
受
け
取
る
こ
と
を
学
ぶ
よ
う
に

教
え
る
信
仰
的
な
態
度
へ
と
人
間
を
導
く
か
ら
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
こ
に
お

い
て
主
の
祈
り
は
模
範
的
な
仕
方
で
第
一
戒
を
成
就
す
る
。
し
た
が
っ
て
祈

ら
れ
て
い
る
そ
の
内
容
は
、
十
戒
と
使
徒
信
条
の
内
容
に
対
応
す
る
。
そ
れ

ら
は
、
悪
か
ら
の
救
済
を
祈
る
第
七
の
祈
り
に
お
い
て
要
約
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
祈
り
は
、
第
一
の
三
つ
の
祈
り
に
お
い
て
言
い
表
さ
れ
て
い
る
要
求
、

つ
ま
り
正
し
い
神
関
係
に
対
す
る
要
求
と
、
第
二
の
三
つ
の
祈
り
に
お
い
て

言
い
表
さ
れ
て
い
る
要
求
、
つ
ま
り
成
功
裏
に
行
わ
れ
る
べ
き
世
界
関
係
に

対
す
る
要
求
を
、
自
ら
の
う
ち
に
統
合
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
主
の
祈
り
は

自
ず
か
ら
、
主
の
祈
り
が
同
時
に
そ
の
成
就
で
あ
る
十
戒
へ
の
移
行
を
遂
行

す
る
（
主
の
祈
り
に
つ
い
て
は W

enz 1996 , 322
-347 , Peters 1993 , N

ico-

laus 2005  

を
参
照
）。

G
K
は
、
洗
礼
、
聖
餐
式
、
告
解
に
つ
い
て
の
熟
考
で
終
る
。
二
つ
の
サ

ク
ラ
メ
ン
ト
（
洗
礼
と
聖
餐
式
） 

の
理
解
の
た
め
に
、
ル
タ
ー
は
そ
の
つ
ど

そ
の
本
質
、
そ
の
有
用
性
、
受
領
者
の
範
囲
を
規
定
す
る
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ヌ
ス
と
の
関
連
で
、
彼
は
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
本
質
を
神
の
言
葉
と
素
材
的
要

素
の
結
合
と
し
て
把
握
す
る
。
宗
教
改
革
内
部
の
敵
対
者
に
対
し
、
ル
タ
ー

は
、
神
が
身
体
的
・
精
神
的
存
在
と
し
て
の
わ
れ
わ
れ
に
常
に
外
的
諸
秩
序

を
用
い
て
働
き
か
け
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
す
な
わ
ち
ル
タ
ー
の
場
合
、
内

部
と
外
部
は
本
質
的
な
も
の
と
し
て
媒
介
さ
れ
る
。
こ
れ
ゆ
え
に
彼
は
聖
餐

式
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
の
現
臨
も
強
調
す
る
。
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
有
用
性
の

本
質
は
、
罪
の
許
し
に
あ
る
。
洗
礼
は
新
し
い
生
へ
と
導
く
の
に
対
し
、
聖

餐
式
は
そ
れ
に
留
ま
る
こ
と
を
助
け
る
。
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
は
、
人
間
の
業
や

価
値
で
は
な
く
神
の
言
葉
に
基
づ
い
て
有
効
な
も
の
に
な
る
の
で
、そ
れ
は
、

自
分
の
罪
を
知
る
人
び
と
に
よ
っ
て
受
領
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
し

か
に
告
解
は
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
で
は
な
い
が
、
キ
リ
ス
ト
者
に
よ
り
自
発
的
に

な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
罪
の
許
し
を
願
い
、
許
し
の

言
葉
が
与
え
ら
れ
る
中
で
そ
れ
を
得
る
た
め
の
、《
キ
リ
ス
ト
教
的
本
質
》

（B
SL

K
 727 , 39

） 
の
表
現
だ
か
ら
で
あ
る
。
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三　

影　
　

響

教
理
問
答
書
と
ま
さ
に
K
K
は
ル
タ
ー
の
最
も
成
功
を
収
め
た
著
作
で

あ
っ
た
。
K
K
は
す
で
に
一
六
世
紀
の
う
ち
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
の
重
要
な
言
語
に
翻
訳
さ
れ
、
ど
の
世
代
の
人
び
と
も
最
初
に
読
み
か

つ
書
く
こ
と
を
学
ぶ
基
本
図
書
と
み
な
さ
れ
た
。
ま
っ
た
く
ル
タ
ー
の
意
味

に
お
い
て
彼
の
教
理
問
答
は
、
同
時
に
ブ
レ
ン
ツ
、
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
、
そ
の

他
の
人
び
と
に
教
理
問
答
を
起
草
す
る
き
っ
か
け
を
与
え
た
。
教
育
学
的
理

由
か
ら
、
し
か
し
ル
タ
ー
派
内
部
の
争
い
の
た
め
に
も
、
ま
た
カ
ト
リ
シ
ズ

ム
に
対
す
る
連
合
強
化
の
た
め
に
も
、
ル
タ
ー
の
教
理
問
答
の
重
要
性
が
高

ま
っ
た
。
結
局
そ
れ
は
一
五
八
〇
年
、
和
協
信
条
書
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
教

会
法
的
権
威
も
当
然
与
え
ら
れ
る
信
仰
告
白
文
書
の
地
位
を
与
え
ら
れ
た
。

ル
タ
ー
が
範
例
と
し
て
理
解
し
た
彼
の
教
理
問
答
か
ら
、
そ
れ
自
体
説
明
が

必
要
な
規
範
が
生
じ
た
。
こ
う
し
て
一
方
で
、教
理
問
答
の
解
釈
が
行
わ
れ
、

他
方
で
、
教
理
問
答
の
素
材
を
補
足
し
て
、
疑
似
ス
コ
ラ
的
形
態
を
も
つ
包

括
的
教
義
学
を
生
み
だ
す
努
力
が
重
ね
ら
れ
た
。

敬
虔
主
義
に
お
い
て
教
理
問
答
は
特
に
慰
め
と
訓
戒
の
観
点
か
ら
読
ま
れ

た
。
人
び
と
は
伝
承
さ
れ
た
素
材
を
簡
略
化
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
時
々

の
関
心
事
に
応
じ
て
そ
れ
を
拡
大
し
た
。
ま
ず
啓
蒙
主
義
の
時
代
に
は
、
ル

タ
ー
と
の
関
連
で
、
あ
る
い
は
全
く
自
由
に
、
新
し
い
教
理
問
答
を
書
く
試

み
が
な
れ
さ
た
。
一
九
世
紀
初
め
の
教
派
意
識
の
再
覚
性
に
よ
り
、
教
理
問

答
が
新
た
に
注
目
の
的
と
な
り
、
そ
れ
は
信
仰
告
白
書
と
し
て
強
調
さ
れ
、

ま
た
理
解
さ
れ
た
。
教
理
問
答
に
関
す
る
こ
の
枠
組
の
中
で
始
ま
っ
た
歴
史

学
的
研
究
は
、
一
九
二
九
年
（
ル
タ
ー
の
二
つ
の
『
教
理
問
答
』
の
誕
生
か

ら
丁
度
四
百
年
目
に
当
た
る
） 

に
そ
の
頂
点
に
達
し
た
。
教
会
闘
争
の
間
、

教
理
問
答
は
、
家
族
と
共
同
体
の
た
め
の
実
践
的
教
科
書
と
し
て
再
発
見
さ

れ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
、
そ
れ
ら
は
学
校
と
共

同
体
に
お
い
て
特
に
規
範
的
教
科
書
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
た
。
重
要
で
あ
っ

た
の
は
、
そ
の
た
め
に
一
九
五
四
年
に
ド
イ
ツ
福
音
合
同
ル
タ
ー
派
教
会

（V
E

L
K

D

） 

と
合
同
福
音
主
義
教
会
（E

K
U

） 

に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
教
理

問
答
書
の
新
版
の
発
行
で
あ
っ
た
。
経
験
的
諸
学
問
に
対
す
る
神
学
の
開
放

に
刺
激
を
受
け
、
一
九
六
五
年
か
ら
一
九
七
五
年
に
か
け
て
、
大
い
に
注
目

さ
れ
た
の
は
教
理
問
答
の
自
主
的
習
得
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
最
後
の
年

に
、
伝
統
の
仲
介
と
そ
の
状
況
に
応
じ
た
習
得
な
い
し
獲
得
と
の
間
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
た
め
の
努
力
が
明
確
に
な
っ
た
（
影
響
史
に
関
し
て
は
、
比
較

的
簡
潔
な
も
の
と
し
て
はFraas 1988  

と G
rü nberg 1988

を
、
包
括
的
な

も
の
と
し
て
は Fraas 1971

を
参
照
）。
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ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
カ
ル
ヴ
ァ
ン 

　
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』

マ
テ
ィ
ア
ス
・
A
・
ド
イ
シ
ュ
ル

一　

略　
　

歴

　

ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
、
一
五
〇
九
年
七
月
十
日
、
パ
リ
の
北
西

九
十
キ
ロ
に
位
置
す
る
主
教
座
の
あ
る
ノ
ワ
イ
ヨ
ン
に
生
ま
れ
、
一
五
六
四

年
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
亡
く
な
っ
た
。
こ
の
わ
ず
か
の
鍵
と
な
る
資
料
か
ら
、

カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
時
代
に
お
け
る
彼
の
位
置
に
関
す
る
一
定
量
の
情
報
が
明
ら

か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
ル
タ
ー
が
彼
の
贖
宥
状
の
命
題
を
公
表
し
た
と
き
、

カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
や
っ
と
八
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
が
彼

の
最
初
の
神
学
書
を
公
刊
し
た
と
き
、
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
は
す
で
に
そ
の
四
年

前
つ
ま
り
一
五
三
一
年
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は

第
二
世
代
目
の
宗
教
改
革
者
で
あ
っ
た
。
彼
の
著
作
は
特
に
彼
の
前
任
者
の

認
識
に
強
く
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
短
い
期
間
で

あ
る
が
常
に
フ
ラ
ン
ス
語
圏
で
暮
ら
し
た
。
彼
が
ド
イ
ツ
語
を
理
解
し
て
い

た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
は
な
い 

（N
euser 1986 , 36

）。
彼
は
ド
イ
ツ
語

で
書
か
れ
た
宗
教
改
革
の
文
書
を
そ
も
そ
も
た
だ
翻
訳
で
知
っ
て
い
た
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。
彼
は
二
五
歳
で
故
国
を
後
に
し
た
が
、
彼
は
生
涯
フ
ラ
ン
ス

と
関
係
を
持
ち
続
け
た
。
つ
ま
り
彼
の
注
意
は
特
別
な
仕
方
で
一
つ
国
の
宗

教
改
革
の
支
持
者
に
向
け
ら
れ
た
。
そ
の
国
で
は
、
宗
教
改
革
の
教
理
が
貫

徹
さ
れ
ず
、
し
か
も
時
折
憂
慮
す
べ
き
迫
害
に
曝
さ
れ
て
い
た
。
カ
ル
ヴ
ァ

ン
の
教
育
過
程
は
次
の
よ
う
に
し
て
洗
練
さ
れ
た
。
つ
ま
り
一
五
二
三
年
か

ら
一
五
二
七
年
に
か
け
て
パ
リ
で
自
由
学
科
を
学
び
、
そ
の
後
オ
ル
レ
ア
ン

と
ブ
ー
ル
ジ
ュ
で
法
律
を
学
ん
だ
。し
か
し
な
が
ら
こ
の
ゆ
え
に
、カ
ル
ヴ
ァ

ン
は
神
学
的
教
養
を
身
に
つ
け
な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
る
の
は
誤
り
で
あ

る
。
彼
が
学
ん
だ
二
つ
の
高
等
教
育
機
関
の
一
つ
は
、
神
学
研
究
の
準
備
に

特
に
力
を
入
れ
て
い
た （van’t Spijker 2001 , 111

）。
言
語
の
研
究
と
並
ん

で
、
ス
コ
ラ
的
論
証
法
の
訓
練
も
行
わ
れ
た
。
そ
の
重
心
は
修
辞
学
と
論
理

学
の
教
育
に
置
か
れ
、
そ
れ
ら
は
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
思
惟
の
重
要
な
基
盤
と

な
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
一
五
三
一
年
か
ら
人
文
学
の
研
究



一
九

『
組
織
神
学
を
学
ぶ
人
び
と
の
た
め
に 

│
│ 

組
織
神
学
の
主
要
著
作
』（
V
）

̶ ̶98

に
取
り
組
み
、
宗
教
的
人
文
主
義
者
た
ち
の
勢
力
圏
内
に
あ
っ
た
パ
リ
の
王

立
教
授
団
に
加
わ
っ
た
。

　

カ
ル
ヴ
ァ
ン
が
正
確
に
い
つ
宗
教
改
革
の
側
に
回
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
彼
自
身
は
「
突
然
学
問
へ
と
回
心
し

た
」（subita conversio ad docilitatem

;
C

R
 59 , 21

） 

と
語
っ
て
い
る
。

そ
の
特
徴
は
も
ち
ろ
ん
時
間
的
経
過
で
は
な
く
む
し
ろ
神
の
予
期
せ
ぬ
介
入

に
あ
る
。
確
実
な
の
は
、
新
大
学
長
ニ
コ
ラ
・
コ
ッ
プ
が
、
明
確
に
福
音
主

義
的
性
格
を
も
つ
そ
の
学
長
就
任
演
説
の
ゆ
え
に
起
訴
さ
れ
た
後
に
、
カ
ル

ヴ
ァ
ン
が
一
五
三
四
年
の
初
め
パ
リ
を
立
ち
去
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
カ
ル
ヴ
ァ
ン
自
身
が
そ
の
演
説
の
原
稿
を
作
成
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る 

（
こ
の
問
題
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
、Scholl 1994 , 7

-9  

を
参
照
）。
福

音
主
義
者
を
扇
動
者
と
し
て
迫
害
す
る
こ
と
に
な
っ
た
一
五
三
四
年
十
月

一
八
日
の
所
謂
プ
ラ
カ
ー
ド
事
件
と
の
関
連
で
、
彼
は
フ
ラ
ン
ス
に
完
全
に

背
を
向
け
た
。
彼
は
ま
ず
バ
ー
ゼ
ル
に
向
か
い 

（
一
五
三
五
年
）、
結
局

一
五
三
六
年
七
月
初
め
、
旅
の
途
中
で
た
ま
た
ま
偶
然
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
着

い
た
。
当
地
の
宗
教
改
革
者
G
・
フ
ァ
レ
ル 

（
一
四
八
九-

一
五
六
五
） 
は
、

今
こ
こ
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
助
け
を
拒
絶
す
る
な
ら
、
神
は
、
自
分
の
研

究
の
た
め
に
獲
得
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
余
暇
を
呪
う
で

あ
ろ
う
、と
脅
か
し
た （C

R
 59 , 25

）。カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
留
ま
っ
た
。ジ
ュ
ネ
ー

ブ
で
は
、
福
音
に
ふ
さ
わ
し
い
教
会
に
関
す
る
彼
の
観
念
を
実
現
す
る
機
会

が
提
供
さ
れ
た
。
そ
の
さ
い
彼
は
市
議
会
と
激
し
く
衝
突
し
た
。
一
五
三
八

年
か
ら
一
五
四
一
年
ま
で
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
を
追
放
さ
れ
た
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
、

シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
に
滞
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
、

フ
ラ
ン
ス
か
ら
亡
命
し
た
人
び
と
の
共
同
体
の
牧
師
と
な
り
、
M
・
ブ
ー

ツ
ァ
ー （
一
四
九
一-

一
五
五
一
） 

か
ら
重
要
な
刺
激
を
受
け
た
。
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
に
戻
っ
て
か
ら
も
、
彼
の
教
会
形
成
の
可
能
性
は
市
議
会
の
変
化
す
る
多

数
派
に
依
拠
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
例
え
ば
カ
ル
ヴ
ァ
ン
が
、
反
三
位
一

体
論
者
セ
ル
ヴ
ェ
ト

│
彼
は
す
で
に
死
刑
を
宣
告
さ
れ
て
お
り
、

一
五
五
三
年
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
来
て
い
た

│
の
処
刑
に
関
わ
っ
た
こ
と
を

過
度
に
強
調
す
べ
き
で
は
な
い 

（van’t Spijker 2001 , 178
-182  

を
参
照
）。

一
五
五
五
年
以
後
、
よ
う
や
く
諸
々
の
関
係
は
完
全
に
カ
ル
ヴ
ァ
ン
に
有
利

に
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二　

作　
　

品

　

カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
作
品
は
一
方
で
教
義
的
か
つ
論
争
的
神
学
文
書
と
、
他
方

で
説
教
の
よ
う
な
聖
書
註
解
に
分
類
さ
れ
る
。
広
範
囲
に
交
わ
さ
れ
た
手
紙

が
こ
れ
に
加
わ
る
。
彼
の
遺
稿
の
最
大
部
分
を
占
め
て
い
る
の
は
聖
書
解
釈

で
あ
る
が
、
最
も
影
響
を
与
え
た
の
は
彼
の
教
義
学
的
主
要
著
作
『
キ
リ
ス

ト
教
綱
要
』（Institutio christianae religionis

） 

で
あ
る （
以
下
、Inst. 

と

略
記
）。
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二
・
一　
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
の
成
立
に
見
ら
れ
る
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
神
学
的

思
惟
：
前
進
す
る
神
学

　
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
の
性
格
は
そ
の
表
題
と
歴
史
か
ら
読
み
取
る
こ
と

が
出
来
る
。『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
は
、
そ
の
五
つ
の
ラ
テ
ン
語
版 

（
一
五
三
六
、一
五
三
九
、一
五
四
三
、一
五
五
〇
、一
五
五
九
。
さ
ら
に
フ
ラ

ン
ス
語
の
翻
訳
版
も
出
版
さ
れ
て
い
る
） 

に
お
い
て
数
多
く
の
変
更
を
経
験

し
、
小
さ
な
四
つ
折
り
版
で
六
章
、
五
二
〇
頁
か
ら
成
る
本
か
ら
、
大
き
な

二
つ
折
り
版
で
八
〇
章
、
六
〇
八
頁
か
ら
成
る
広
範
囲
に
及
ぶ
作
品
へ
と
ふ

く
れ
あ
が
っ
た 

（O
S 3 , V

I , 24
;

X
X

X
V

I , 34 f

）。
し
か
も
後
者
の
印
刷
は

詰
め
た
形
に
な
っ
て
お
り
、
字
数
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
人
び
と

は
す
で
に
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
、《
前
進
し
、
書
き
、
ま
た
書
く
こ
と
に
よ
り

前
進
す
る
》 （O

S 3 .7 , 8 f

） 

神
学
者
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た

│
こ
れ
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
言
葉
で
、
ル
タ
ー
も
自
説
の
発
展
を
こ

の
言
葉
で
表
現
し
て
い
る 

（W
A

 54 , 186 , 26 f

）。
一
五
四
三
年
以
来
、『
キ

リ
ス
ト
教
綱
要
』
の
序
は
こ
の
言
葉
で
結
ば
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
初
め
か
ら

『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』（《
キ
リ
ス
ト
教
の
講
義
》） 

と
い
う
表
題
で
あ
っ
た
。

「
綱
要 

（Institutio

）」
と
い
う
概
念
は
す
で
に
古
代
に
お
い
て
初
学
者
の
た

め
の
手
引
き
を
表
し
て
お
り 

（B
ayer 1994 , 159 f

）、
そ
れ
は
記
述
の
教
理

問
答
的
性
格
を
示
唆
す
る
。
こ
の
本
は
、
一
五
三
六
年
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が

示
す
よ
う
に
、「
ほ
ぼ
敬
虔
の
完
全
な
要
約
と
、
救
い
の
教
説
に
お
い
て
必

ず
知
る
べ
き
こ
と
の
す
べ
て
」 （O

S 1 , 19

） 

を
包
括
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、

《
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
形
式
の
福
音
の
教
説
の
総
体
》（O

S 1 , 223

） 

を
包
括
し
て

い
る
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
主
題
は
伝
統
的
な
教
理
問
答
の
順
序
に
配
列
さ

れ
て
い
る 

（
律
法
、
信
仰
、
祈
り
、
聖
礼
典
、
そ
れ
に
続
い
て
、
キ
リ
ス
ト

教
的
自
由
、
宗
教
的
権
力
と
世
俗
的
権
力
に
関
す
る
章
）。
た
だ
し
そ
の
順

序
は
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
が
ル
タ
ー
の 

（
小
） 

教
理
問
答
を
熟
知
し
て
い
た
こ
と

を
示
唆
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
教
理
問
答
的
関
心
と
並
ん
で
始
め
か
ら
弁
証

的
関
心
が
表
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
書
物
は
フ
ラ
ン
ス
王
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一

世
に
献
呈
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
献
呈
の
辞
の
中
で
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
、
あ
る
人

び
と
の
激
怒
に
よ
り
彼
の
国
に
は
《
健
全
な
教
説
の
た
め
の
場
》（O

S 1 , 

21

） 

が
も
は
や
存
在
し
な
い
こ
と
を
公
然
と
訴
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て《
綱

要
》
と
し
て
構
想
さ
れ
た
教
説
の
総
体
は
同
時
に
《
信
仰
告
白
と
し
て
》
役

立
つ
も
の
で
あ
る
と
し
、
福
音
主
義
者
は
決
し
て
異
端
者
で
は
な
い
こ
と
を

王
に
納
得
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

す
で
に
一
五
三
六
年
版
に
お
い
て
明
ら
か
な
の
は
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
が
先
行

す
る
宗
教
改
革
者
た
ち
の
思
想
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
、
し
か
し
同
時
に
彼

は
そ
れ
を
新
た
な
独
自
の
方
法
で
形
成
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る 

（N
euser 

1986 , 38 f

を
参
照
）。
た
し
か
に
ル
タ
ー
か
ら
教
理
問
答
の
構
成
が
借
用
さ

れ
て
い
る
が
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
内
容
的
に
独
自
な
道
を
進
む
。
例
え
ば
、
十

戒
に
お
け
る
像
の
禁
止
の
異
な
る
数
え
方
と
解
釈
、
律
法
の
三
重
の
用
法
の

記
述
、
あ
る
い
は
使
徒
信
条
の
四
分
割
に
見
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る 

（
後
述

参
照
）。さ
ら
に
、カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
始
め
か
ら
二
つ
の
戦
線
と
対
決
し
て
い
た
。
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す
な
わ
ち
、
一
方
で
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
と
、
他
方
で
心
霊
主
義
的
、
洗
礼

主
義
的
│
│
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
の
目
か
ら
見
る
と
、
本
来
福
音
主
義
的
で
扇

動
的
│
│
立
場
と
対
決
し
て
い
た
。
右
と
左
の
境
界
設
定
は
カ
ル
ヴ
ァ
ン
に

と
っ
て
真
理
発
見
の
重
要
な
原
理
と
な
っ
て
い
る
。つ
ま
り
彼
は
徹
頭
徹
尾
、

極
端
な
立
場
の
間
の
《
中
道
》
を
指
摘
し
よ
う
と
努
力
し
た 

（B
attles 

1996 , 139
-178

）。
そ
の
際
、
彼
に
と
っ
て
最
終
的
な
羅
針
盤
と
な
っ
た
の

は
聖
書
で
あ
る
。
極
端
な 
（
過
激
な
） 

立
場 

は
一
部
中
立
的
に
記
述
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
極
め
て
頻
繁
に
一
定
の
神
学
的
敵
対
者
と
結
び
つ
け
ら
れ

る
。
ロ
ー
マ
側
の
戦
線
は
確
定
し
て
い
る
が
、
他
の
戦
線
は
時
間
の
経
過
と

共
に
複
雑
化
し
、
し
か
も
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
行
く
。
す
な
わ
ち
反
三
位
一

体
論
者
、
自
由
主
義
者
、
さ
ら
に
ル
タ
ー
派
の
第
一
世
代 （
オ
ジ
ア
ン
ダ
ー
） 

と
第
二
世
代 

（
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ル
） 

も
心
霊
主
義
者
に
加
え
ら
れ
て
行
く
。

『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
の
年
輪
か
ら
最
終
的
に
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
関
わ
っ
た

種
々
の
神
学
的
論
争
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は

こ
の
書
物
の
体
系
的
性
格
と
矛
盾
し
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
中
に
カ
ル
ヴ
ァ
ン

の
思
想
の
基
本
的
特
徴
が
表
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
対
決
と
、
誤
っ
た
教
説

と
真
の
教
説
を
区
別
す
る
中
で
「
天
の
教
説
」
が
ま
す
ま
す
明
ら
か
に
な
っ

て
く
る
。
第
一
版
を
特
徴
づ
け
る
教
理
問
答
的
関
心
と
弁
証
的
関
心
の
相
互

混
入
は
し
た
が
っ
て
依
然
と
し
て
こ
の
著
作
の
根
本
的
特
徴
で
あ
る
。

　

た
し
か
に
教
理
問
答
的
目
的
措
定
は
す
で
に
た
だ
ち
に
押
し
や
ら
れ
て
い

る
。
注
意
を
引
く
の
は
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
第
一
版
は
た
し
か
に
フ
ラ
ン
ス
の

彼
の
国
民
の
た
め
に
想
定
さ
れ
て
い
た
の
に （O

S 1 , 21

）、
フ
ラ
ン
ス
語
の

翻
訳
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
そ
の
よ
う
な
翻
訳
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
が 

（N
euser 1986 , 48 f 

を
参
照
。K

ö stlin 1868 , 13
-17  

は
す
で
に
こ
れ
に
反
対
）、
も
っ
と
あ
り
そ
う
な
の
は
、
様
式
の
点
で
、
民

衆
の
教
理
問
答
と
い
う
よ
り
も
学
術
的
な
論
究
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
こ
の
著

作
が
、
信
徒
の
教
理
問
答
に
と
っ
て
始
め
か
ら
あ
ま
り
に
包
括
的
で
あ
っ
た

こ
と
で
あ
る （B

lattles 1994 , 93 . B
ayer 1994  174 f

を
参
照
）。
一
五
三
七

年
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
信
仰
問
答
が
現
れ
た
。
こ
れ
は
一
部
全

く
逐
語
的
に
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
が
、
神
学
的
論
争

の
部
分
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
一
五
三
九
年
以
後
の
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』

の
序
は
、
首
尾
一
貫
し
て
読
者
も
新
た
に
「
神
学
の
学
徒
」
と
規
定
し
て
い

る
。
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
意
図
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
神
の
言
葉
の
作
品
に
関
す
る
聖
な
る
神
学
を
学
ぶ
人
々
が
、
そ

れ
に
容
易
に
近
づ
き
、
ま
た
妨
げ
ら
れ
ず
に
そ
れ
に
向
か
っ
て
前
進
す
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
準
備
し
、
教
授
す
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
た
し
は
こ
う
考

え
て
い
る
。宗
教
の
全
体
を
そ
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
置
い
て
簡
潔
に
要
約
し
、

そ
し
て
一
つ
の
秩
序
に
ま
と
め
て
お
い
た
の
で
、
こ
の
全
体
を
正
し
く
理
解

し
た
者
は
だ
れ
で
も
、
主
に
聖
書
の
中
で
探
し
求
め
る
べ
き
も
の
が
何
で
あ

る
の
か
を
容
易
に
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
聖
書
の
中
に
含
ま
れ
て

い
る
も
の
を
、
ど
の
聖
句
に
関
連
づ
け
る
べ
き
な
の
か
を
容
易
に
判
断
で
き
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る
よ
う
に
な
る （O

S 3 , 6 , 18
-25

）。

　

し
た
が
っ
て
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
は
、
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
の
『
ロ
キ
』
と

同
様
に
独
自
な
聖
書
の
用
い
方
を
指
導
し
、
聖
書
の
解
明
を
意
図
し
て
い
る 

（O
S 3 , 8 , 5

-7

を
参
照
）。
繰
り
返
し
主
張
さ
れ
た
の
は
、『
キ
リ
ス
ト
教
綱

要
』
と
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
聖
書
解
釈
と
の
関
係
を
過
大
評
価
し
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た 

（Strohm
 2001 , 313 f;

Selderhuis 2004 , 13

）。

カ
ル
ヴ
ァ
ン
が
両
者
を
緊
密
に
関
連
づ
け
る
よ
う
に
望
ん
だ
こ
と
は
間
違
い

な
い
。『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
は
特
に
、
聖
書
註
解
を
詳
細
な
教
義
学
的
補

説
か
ら
解
き
放
と
う
と
し
た 

（O
S 3 , 6 , 26

-29
を
参
照
）。
反
対
に
、
カ
ル

ヴ
ァ
ン
の
釈
義
的
認
識
は
直
接
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
に
流
れ
込
ん
で
い
る
。

例
え
ば
一
五
四
〇
年
の
ロ
ー
マ
書
註
解
の
釈
義
的
認
識
が
一
五
三
九
年
版
に

流
れ
込
ん
で
い
る 

（Parker 1980 , 41
-45

;
H

eron 2005 , 1
-3

を
参
照
）。

し
か
し
な
が
ら
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
の
神
学
的
機
能
が
問
題
に
な
る
と
き

に
は
、
こ
の
判
断
は
誤
り
で
あ
る 

（M
cG

rath 1990 , 146 f 

も
同
じ
見
解
で

あ
る
）。
な
ぜ
な
ら
カ
ル
ヴ
ァ
ン
自
身
の
理
解
に
よ
る
と
、『
キ
リ
ス
ト
教
綱

要
』
は
各
人
を
、
自
ら
聖
書
そ
れ
自
体
に
向
か
お
う
と
す
る
状
況
に
置
こ
う

と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
さ
に
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
の
神
学
的
機
能

の
特
徴
は
、
聖
書
を
視
野
に
入
れ
た
解
釈
学
的
鍵
と
し
て
の
そ
の
機
能
に
あ

る
。

　

し
た
が
っ
て
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
は
自
ら
の
生
活
に
お
け
る
自
立
的
な

聖
書
の
使
用
へ
と
導
く
べ
し
と
の
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
の
教
理
問
答
的
機

能
は
、
時
の
経
過
の
中
で
変
化
し
、
消
え
失
せ
て
行
く
。
一
五
三
九
年
版
の

『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
に
お
い
て
初
め
て
極
め
て
中
心
的
な
章 

（《
キ
リ
ス
ト

者
の
生
活
》Inst. III , 6

-10

）　

が
現
れ
た
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
カ
ル
ヴ
ァ

ン
が
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
で
の
経
験
に
刺
激
さ
れ
、
共
同
体
の
生
活
の
実

践
的
問
い
の
た
め
に
多
く
の
頁
を
割
い
た
こ
と
に
よ
り
、
一
五
四
三
年
版
は

こ
の
方
針
を
拡
大
す
る
。
四
つ
の
共
同
体
の
職
制
に
関
す
る
教
説
と
教
会
規

則
に
関
す
る
詳
細
な
論
究
が
今
や
初
め
て
、
し
か
も
基
本
的
な
形
式
で
現
れ

る （Inst. IV
3

と12

）。

　
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
の
最
終
版
は
決
定
的
な
切
り
込
み
を
行
っ
て
い
る
。

徐
々
に
付
け
加
え
ら
れ
た
補
足
的
素
材
は
こ
の
著
作
に
と
っ
て
重
荷
と
な

り
、
主
題
の
厳
密
な
配
列
を
心
掛
け
て
い
た
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
、
も
は
や
満
足

で
き
な
か
っ
た 

（O
S 3 , 5 , 11

-15  

を
参
照
）。
そ
こ
で
一
五
五
九
年
、
カ
ル

ヴ
ァ
ン
は
、《
ほ
と
ん
ど
新
し
い
著
作
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
》（O

S 3 , 

1

副
題
） 

よ
う
な
仕
方
で
、
彼
の
著
作
を
書
き
変
え
た
。
数
多
く
の
置
換
と

拡
張
を
通
し
て
、
以
下
に
記
述
さ
れ
る
よ
う
な
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
の
古

典
的
形
態
が
誕
生
し
た
。

二
・
二　
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』（
一
五
五
九
） 

の
古
典
的
形
態
：
四
巻
本 

│
│
一
主
題

　

一
五
三
六
年
版
の
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
と
そ
の
後
の
全
て
の
版
は
す
で



二
三

『
組
織
神
学
を
学
ぶ
人
び
と
の
た
め
に 

│
│ 

組
織
神
学
の
主
要
著
作
』（
V
）

̶ ̶94

に
ル
タ
ー
の
教
理
問
答
と
異
な
り
、
使
徒
信
条
を
四
つ
に
細
分
化
し
て
い
る 

（O
S 1 , 75

-93

）。
つ
ま
り
、
父
，
子
、
聖
霊
、
教
会
、
の
四
区
分
で
あ
る
。

こ
の
四
分
割
は
、
一
五
五
九
年
、
最
終
的
に
こ
の
著
作
全
体
つ
ま
り
今
は
四

巻
本
に
分
割
さ
れ
る
著
作
全
体
の
構
成
原
理
に
な
っ
て
い
る 

（
全
章
の
概
要

に
つ
い
て
は
、O

S 5 , 503
-506

を
参
照
）。

　
（
一
）　
《
創
造
者
な
る
神
の
認
識
》（D

e cognitione D
ei creatoris

;
O

S 

3 , 31

）。

　

初
め
に
、
神
認
識
の
諸
可
能
性
と
、
聖
書
の
教
説
も
そ
れ
に
属
す
る
そ
の

源
泉
が
議
論
さ
れ
る
。
そ
の
後
で
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
三
位
一
体
論
と
創
造
論
を

取
り
上
げ
る
。
特
異
な
の
は
、
そ
こ
に
お
い
て
神
の
像
を
作
ろ
う
と
す
る
人

間
の
衝
動
が
不
信
仰
の
表
現
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
像
の
禁
止
に
関
し
詳
細
に

論
ず
る
章
で
あ
る （Inst. I , 11

）。
さ
ら
に
始
め
か
ら
、『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』

全
体
に
と
っ
て
特
徴
的
な
、
神
認
識
と
自
己
認
識
の
共
属
性
が
現
れ
る
。
つ

ま
り
《
確
か
な
の
は
、
人
間
が
あ
ら
か
じ
め
神
の
顔
を
見
ず
に
、
自
分
自
身

を
見
る
た
め
に
神
の
眼
差
し
か
ら
外
れ
て
行
く
な
ら
、
人
間
は
決
し
て
自
分

自
身
の
真
の
認
識
に
到
達
し
え
な
い
こ
と
で
あ
る
》（Inst. I , 1 , 2

;
O

S 3 , 

32 , 10
-12

）。
こ
の
意
味
で
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
、
彼
の
著
作
を
次
の
よ
う
な
綱

領
的
命
題
で
書
き
始
め
る
。《
ま
ず
真
の
、
そ
し
て
確
固
た
る
知
恵
の
た
め

に
保
持
さ
れ
る
わ
れ
わ
れ
の
知
恵
の
総
体
の
本
質
は
、
二
つ
の
部
分
に
、
つ

ま
り
神
の
認
識
と
わ
れ
わ
れ
自
身
の
認
識
の
う
ち
に
あ
る
》（Inst. I , 1 , 

1
;

O
S 3 , 31 , 6

-8

）。
神
認
識
と
自
己
認
識
に
集
中
す
る
こ
と
に
よ
り
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
神
学
の
中
心
的
論
点
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
論
点
は
ア
ウ

グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
お
い
て
見
い
だ
さ
れ
、
古
典
的
な
仕
方
で
定
式
化
さ
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
《
わ
た
し
は
神
と
魂
を
知
り
た
い
。
さ
も
な
け

れ
ば
、
無
、
無
で
あ
る
！
》（A

ugustinus, Soliloquia I , 7
;

C
SE

L
 89 , 11 , 

15
-17

）。
そ
の
際
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
、
そ
れ
に
よ
り
神
の
卓
越
性
と
人
間
の
地

上
性 

（
低
さ
） 

の
間
の
深
淵
が
視
野
に
入
っ
て
く
る
神
の
存
在
に
つ
い
て
の

認
識
に
特
別
な
重
点
を
置
く
。
神
と
の
交
わ
り
に
入
る
た
め
に
、
仲
保
者
キ

リ
ス
ト
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
神
の
存
在
に
つ
い

て
の
認
識
で
あ
り
、
最
初
に
罪
が
問
題
に
な
る
の
で
は
な
い 

（Inst. II , 12 , 

1

）。

　
（
二
）　
《
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
救
済
者
な
る
神
の
認
識
。
そ
れ
は
ま
ず
律

法
の
下
で
祖
先
た
ち
に
、
そ
し
て
最
後
に
わ
れ
わ
れ
に
も
福
音
に

お
い
て
啓
示
さ
れ
た
》（D

e cognitione D
ei redem

ptoris in 

C
hristo

;
O

S 3 , 228

）。

こ
の
本
は
、
預
言
者
、
王
、
祭
司
と
い
う
仲
保
者
な
る
キ
リ
ス
ト
の
三
つ

の
職
務
の
教
説
に
お
い
て
頂
点
に
達
す
る 

（Inst. II , 15

）。
あ
ら
か
じ
め
救

済
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
罪
の
教
説
と
律
法

の
教
説
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
そ
の
さ
い
福
音
と
律
法
は
弁
証
法
的
に
対
置

さ
れ
る
わ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
は
む
し
ろ
双
方
と
も
、
啓
示
の
歴
史
の
中
で

ま
す
ま
す
は
っ
き
り
現
れ
て
く
る
《
ひ
と
つ
の
》
恵
み
の
契
約
に
属
す
る 

（Inst. II , 9
-11

）。
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続
く
二
巻
も
同
じ
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
三
）　
《
わ
れ
わ
れ
に
そ
の
果
実
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
働
き
が
及
ぶ
キ
リ

ス
ト
の
恵
み
が
到
達
さ
れ
る
方
法
》（D

e m
odo percipiendae 

C
hristi gratiae

;
O

S 4 , 1

）

　
（
四
）　
《
そ
れ
に
よ
り
神
が
わ
れ
わ
れ
を
キ
リ
ス
ト
と
の
交
わ
り
へ
と
招

き
入
れ
、
そ
の
う
ち
に
保
持
す
る
外
的
手
段
と
助
け
》（D

e 

externis m
ediis vel adm

inuculis
;

O
S 5 , 1

）

三
巻
と
四
巻
の
区
分
に
つ
い
て
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
第
四
巻
の
冒
頭
で
次
の
よ

う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
《
第
三
巻
に
置
い
て
記
述
さ
れ
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
は
福
音
に
対
す

る
信
仰
を
通
し
て
わ
れ
わ
れ
の
も
の
と
な
り
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
か
ら
得

ら
れ
た
救
い
と
至
福
に
参
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
の

粗
野
と
怠
惰 

（
さ
ら
に
理
解
力
の
う
ぬ
ぼ
れ
） 

は
、
外
的
補
助
手
段
を

必
要
と
す
る
。
こ
れ
を
通
し
て
わ
れ
わ
れ
の
う
ち
に
信
仰
が
生
み
だ
さ

れ
、
成
長
し
、
目
標
に
向
か
っ
て
前
進
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
神
は
、
そ
れ

に
よ
り
神
が
わ
れ
わ
れ
の
弱
さ
を
助
け
る
外
的
手
段
も
付
け
加
え
た
》

（Inst. IV
, 1 , 1

;
O

S, 5 , 1 , 8
-14

）。

し
た
が
っ
て
二
つ
の
巻
は
信
仰
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
第
三
巻
が

キ
リ
ス
ト
と
の
交
わ
り
と
し
て
の
信
仰
を
記
述
す
る
の
に
対
し
、第
四
巻
は
、

そ
の
信
仰
が
い
か
に
し
て
外
的
手
段
を
通
し
て
発
生
し
、
保
持
さ
れ
る
の
か

を
説
明
す
る
。
聖
霊
が
同
時
に
主
題
と
な
る
。
聖
霊
は
外
的
補
助
手
段
を
通

し
て
福
音
を
提
供
し
、
信
仰
は
聖
霊
の
内
的
働
き
に
よ
っ
て
生
ず
る 

（Inst. 

III , 1 , 1
;

O
S 4 , 1 , 20

-24

を
参
照
）。
そ
の
叙
述
は
、
第
三
巻
に
お
い
て
信

仰
の
現
実
を
記
述
す
る
と
い
う
目
標
か
ら
出
発
す
る
。そ
こ
で
際
立
つ
の
は
、

信
仰
の
現
在
の
働
き
、
つ
ま
り
生
活
の
《
聖
化
》（Inst. III , 6

-10

） 

が
、
信

仰
に
よ
り
最
後
に
決
定
的
に
《
義
と
さ
れ
て
》
神
の
前
に
立
つ
こ
と
の
《
前

に
》、
来
て
い
る
こ
と
で
あ
る 

（Inst. III , 11
-19

;

聖
化
と
義
認
の
関
係
に

つ
い
て
は
特
にInst. III , 11 , 1  

を
参
照
）。
第
三
巻
の
終
り
に
、
す
で
に
最

初
に
提
起
さ
れ
て
い
た
問
い
、
つ
ま
り
な
ぜ
《
全
て
の
者
が
キ
リ
ス
ト
と
の

交
わ
り
を
区
別
な
く
平
等
に
獲
得
す
る
と
い
う
具
合
に
な
っ
て
い
な
い
の

か
》（Inst. III , 1 , 1

;
O

S 4 , 1 , 20 f.

） 

と
い
う
問
い
に
再
び
戻
る
。
そ
の
際

そ
の
答
え
は
、《
永
遠
の
選
び
》
の
教
説
と
い
う
形
式
で
説
明
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
《
こ
の
永
遠
の
選
び
に
よ
り
神
は
あ
ら
か
じ
め
あ
る
者
を
救
い
に
、

そ
し
て
他
の
者
を
滅
び
に
定
め
て
お
ら
れ
る
》（Inst. III , 21

-24

） 

と
説
明

さ
れ
る
。
あ
る
者
が
信
じ
あ
る
者
が
信
じ
な
い
と
い
う
事
実
の
根
拠
は
、
救

い
の
確
か
さ
の
ゆ
え
に
、
神
の
唯
一
の
決
断
の
う
ち
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ

れ
は
神
の
永
遠
の
御
心
の
う
ち
に
、
あ
の
有
名
か
つ
悪
名
高
い
《
恐
る
べ
き

決
定
》（Inst. III , 23 , 7

） 

の
う
ち
に
あ
る
。
予
定
論
に
関
す
る
カ
ル
ヴ
ァ
ン

の
詳
論
が
キ
リ
ス
ト
論
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
頁
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
、

そ
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。
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第
四
巻
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
外
的
手
段
に
お
い
て
問
題
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
教
会
、
聖
礼
典
、
市
民
秩
序
で
あ
る
。
教
会
論
の
特
徴
は
四
つ
の
職
務

の
教
説
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
牧
者
、
教
師
、
長
老
、
執
事 （Inst. IV

, 3

）。

そ
れ
は
一
方
で
新
約
聖
書
か
ら
導
き
出
さ
れ 

（
エ
フ
ェ
四
章
、
ロ
ー
マ
一
二

章
、
Ⅰ
コ
ン
リ
ト
一
二
章
、
等
）、
し
か
し
他
方
で
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
実
情
と

結
び
つ
け
ら
れ
た （M

cG
rath 1990 , 80

を
参
照
）。
教
会
規
則
の
枠
組
の
中

で
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
の
は
旧
約
聖
書
で
あ
る 

（Inst. IV
, 3 , 8

;
11 , 

6
;

12 , 7

）。
聖
礼
典
の
場
合
に
は
、
期
待
通
り
聖
餐
の
教
説
に
多
く
の
頁

が
割
か
れ
て
い
る 

（Inst. IV
, 17

）。
そ
の
際
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
ル
タ
ー
と
ツ

ヴ
ィ
ン
グ
リ
の
中
道
を
進
む
。
つ
ま
り
一
方
で
彼
は
、
信
仰
者
は
主
の
晩
餐

に
お
い
て
パ
ン
と
葡
萄
酒
を
受
け
取
る
こ
と
に
よ
り
、
キ
リ
ス
ト
の
体
と
血

を
受
け
取
る
こ
と
を
強
調
し
、
し
か
し
他
方
で
彼
は
そ
の
受
領
を
宗
教
的
出

来
事
と
理
解
し
た
。
つ
ま
り
信
仰
者
は
食
す
る
間
に
、
彼
ら
だ
け
が
！　

聖

霊
の
力
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
の
体
と
血
を
食
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
仕

方
で
、
天
上
の
キ
リ
ス
ト
と
肉
体
的
で
移
ろ
い
行
く
も
の
と
の
結
合
と
い
う

思
想
が
排
除
さ
れ
、
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
主
の
晩
餐
の
中
心
で
あ

る
キ
リ
ス
ト
へ
の
現
実
的
な
参
与
が
強
調
さ
れ
る 

（
特
にInst. IV

, 17 , 18 f 

を
参
照;

こ
れ
に
つ
い
て
は
、W

andel 1968 , 291
-315  

を
参
照
）。

こ
の
著
作
の
全
体
を
み
る
と
、
直
ち
に
重
点
の
配
分
が
不
均
衡
で
あ
る
こ

と
が
目
に
つ
く
。
第
一
巻
と
第
二
巻
は
合
わ
せ
て
三
五
章
か
ら
成
っ
て
い
る

の
と
比
べ
る
と
、
第
三
巻
と
第
四
巻
は
全
部
で
四
五
章
か
ら
成
り
、
明
ら
か

に
よ
り
大
部
で
あ
る
。
ペ
ー
ジ
数
を
数
え
る
と
、
そ
の
差
は
も
っ
と
大
き
く

な
る 

（
２
／
３
に
対
し
て
１
／
３
）。
カ
ル
ヴ
ァ
ン
が
信
仰
の
記
述
を
意
図

し
て
い
た
こ
と
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
彼
に
と
っ
て
第
一
巻
と
第
二
巻
の

主
題
は
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
、し
か
し
信
仰
が
問
題
に
な
ら
な
い
と
き
は
、

す
な
わ
ち
信
仰
が
誕
生
し
、
増
し
、
そ
し
て
そ
の
果
実
を
結
ば
な
い
と
き
は
、

そ
の
論
究
は
最
終
的
な
と
こ
ろ
ま
で
進
ま
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
カ
ル
ヴ
ァ

ン
に
お
い
て
姿
を
現
し
て
い
る
の
は
神
学
の
新
た
な
宗
教
改
革
的
方
向
づ
け

で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
思
弁
的
神
認
識
で
は
な
く
、
人
が
神
と

キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
知
り
う
る
こ
と
の
救
済
論
的
妥
当
性
で
あ
る
。
つ
ま
り

《
プ
ロ
・
メ
》
の
問
題
で
あ
る
。
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
場
合
《
プ
ロ
・
メ
》
は
徹

底
的
に
わ
れ
わ
れ
の
う
ち
に
い
る
キ
リ
ス
ト
の
形
を
取
っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
《
キ
リ
ス
ト
が
わ
れ
わ
れ
の
外
に
お
り
、
わ
れ
わ
れ
が
彼
と
切
り
離
さ
れ

て
い
る
か
ぎ
り
、
彼
が
人
間
の
救
い
の
た
め
に
引
き
受
け
、
そ
し
て
な
し
た

こ
と
は
す
べ
て
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
無
用
で
、
何
の
意
味
も
な
い
》（Inst. 

III , 1 , 1
;

O
S 4 , 1 , 10

-13

）。『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
の
中
心
に
立
っ
て
い
る

の
は
、
信
仰
者
と
キ
リ
ス
ト
と
の
交
わ
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
《
頭
と

肢
体
の
あ
の
結
合
、
わ
れ
わ
れ
の
心
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
の
内
住
で
あ
る
。

一
言
で
言
う
と
、
秘
密
に
満
ち
た
合
一
が
わ
れ
わ
れ
に
よ
っ
て
最
高
の
地
位

に
置
か
れ
る
。
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
が
わ
れ
わ
れ
の
も
の
と
な
り
、
わ
れ
わ
れ

を
、
彼
自
ら
が
用
意
す
る
全
て
の
賜
物
に
与
る
者
と
す
る
》（Inst. III , 10 , 

1
;

O
S 4 , 191 , 27

-31

）。《
キ
リ
ス
ト
と
の
神
秘
的
一
致 

（unio m
ystica 
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cum
 C

hristo

）》
と
キ
リ
ス
者
の
生
に
お
け
る
そ
の
作
用
、
こ
れ
が
『
キ
リ

ス
ト
教
綱
要
』
の
主
題
で
あ
る
。

二
・
三　

キ
リ
ス
ト
教
綱
要
の
根
本
構
造

二
・
三
・
一　

信
仰
の
教
説
お
よ
び
生
活
の
教
説
と
し
て
の
神
学

　

構
成
全
体
の
記
述
の
中
で
す
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
カ
ル
ヴ
ァ

ン
の
神
学
は
明
確
に
反
思
弁
的
方
向
性
を
持
ち
、
は
っ
き
り
と
教
説
の
習
得

を
問
題
に
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
神
学
は
、
初
期
の
《
ロ
キ
》

に
お
け
る
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
の
場
合
と
同
様
に
、
中
世
の
ス
コ
ラ
学
の
思
考
構

築
物
に
反
対
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
、『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』

に
お
い
て
ス
コ
ラ
神
学
の
方
法
の
み
な
ら
ず
《
神
学
》
そ
れ
自
体
の
概
念
も

回
避
す
る
。
こ
の
概
念
は
、
全
く
話
に
な
ら
な
い
も
の
、
あ
る
い
は
た
だ
否

定
的
な
も
の
と
み
な
さ
れ
た 

（Strohm
 2001 , 314 f 

を
参
照
）。
そ
の
代
わ

り
に
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
《
教
説
》
に
つ
い
て
語
る
。
す
で
に
こ
の
本
の
表
題
が

語
っ
て
い
る
よ
う
に
、《
宗
教
》
つ
ま
り
神
崇
敬
が
教
え
ら
れ
る
。
あ
る
い

は
ほ
と
ん
ど
同
じ
意
味
で
あ
る
が
、
一
層
強
力
に
個
々
人
に
焦
点
を
合
わ
せ

た《
敬
虔
》が
教
え
ら
れ
る
。
こ
の
敬
虔
と
い
う
こ
と
で
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
、《
神

の
恩
恵
の
認
識
》
を
通
じ
て
惹
き
起
こ
さ
れ
る
《
神
に
対
す
る
、
愛
と
結
び

つ
い
た
畏
敬
》
を
理
解
し
た （Inst. I , 2 , 1

;
O

S 3 , 35 , 4 f

）。
カ
ル
ヴ
ァ
ン

が
そ
の
著
作
に
よ
っ
て
到
達
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
し
た
が
っ
て
神
の
恩
恵

そ
れ
自
身
の
た
め
の
そ
の
純
粋
な
認
識
で
は
な
い
。
そ
の
認
識
は
む
し
ろ
敬

虔
へ
と
移
行
す
べ
き
で
あ
る
。『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
は
次
の
よ
う
な
意
味

で
信
仰
の
教
説
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
信
仰
に
お
け
る
生
へ
と
導
こ
う

と
し
て
お
り
、そ
れ
は
あ
る
意
味
で
信
仰
生
活
の
教
説
で
あ
る
。
そ
れ
は《
天

の
教
説
》
そ
れ
自
体
の
後
に
来
る
。
な
ぜ
な
ら
カ
ル
ヴ
ァ
ン
に
よ
る
と
福
音

も
、　

《
口
先
の
教
え
で
は
な
く
、
生
活
の
教
説
だ
か
ら
で
あ
る
。
福
音
は
、

他
の
諸
学
の
場
合
の
よ
う
に
単
に
悟
性
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
の
で

も
、
単
に
記
憶
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
も
な
い
。
そ
れ
は
次
の
よ

う
な
時
に
初
め
て
完
全
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
が
魂
全

体
を
所
有
し
、
心
の
最
も
深
い
か
す
か
な
動
き
の
中
に
留
ま
り
安
ら
ぐ

と
き
で
あ
る
。
…
…
わ
れ
わ
れ
の
神
崇
拝
が
そ
れ
に
よ
り
ま
と
め
ら
れ

る
教
説
に
、
わ
れ
わ
れ
は
指
導
的
な
役
割
を
与
え
て
き
た
。
な
ぜ
な
ら

こ
の
教
説
か
ら
わ
れ
わ
れ
の
救
い
は
始
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
こ
の
教
説
が
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
実
を
結
ば
な
い
ま
ま
で
あ
る
こ
と

は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
心
に
埋
め
込
ま
れ
、
わ
れ
わ
れ

の
生
活
態
度
に
移
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
し
か
に
そ
れ
は
わ

れ
わ
れ
の
生
活
態
度
を
変
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
》（Inst. III , 6 , 

4
;

O
S 4 , 149 , 23

-32

）。

　

こ
れ
が
、『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
の
第
三
巻
に
お
い
て
カ
ル
ヴ
ン
が
生
活
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の
教
説 （Inst. III , 6 , 1

;
O

S 4 , 146 , 31 f

） 

に
非
常
に
多
く
の
頁
を
割
い
た

理
由
で
あ
る
。
説
明
が
純
粋
に
思
弁
的
教
説
に
留
ま
り
、
無
益
で
あ
る
と
き

に
は
、
そ
れ
は
生
活
の
中
で
形
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
的

生
活
の
構
築
に
役
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
『
キ
リ
ス
ト
教

綱
要
』
は
《
敬
虔
を
生
み
出
す
書
物
》（B

ö ttger 1990

） 

で
あ
る
。
カ
ル
ヴ
ァ

ン
は
、『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
の
選
択
の
場
合
に
も
、ま
た
構
成
の
場
合
に
も
、

キ
リ
ス
ト
教
的
生
活
を
構
築
す
る
と
い
う
目
標
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
。
こ

こ
で
特
に
彼
の
修
辞
学
的
教
養
が
そ
の
効
果
を
発
揮
す
る
。
つ
ま
り
修
辞
学

は
、
願
っ
て
い
る
成
果
に
到
達
す
る
た
め
に
い
か
な
る
素
材
が
選
択
さ
れ
、

そ
し
て
配
列
さ
れ
る
べ
き
か
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
記
述
さ

れ
た
こ
と
が
心
を
動
か
す
こ
と
は
、
ま
に
さ
そ
の
背
景
か
ら
自
明
な
こ
と
で

あ
っ
た （M

illet 1997
;

O
pitz 1994 , 60

-71
を
参
照
）。
意
図
さ
れ
た
効
果

に
準
拠
し
て
素
材
の
選
択
を
行
っ
て
い
る
例
は
、
第
一
巻
に
見
ら
れ
る
。
つ

ま
り
、《
創
造
者
な
る
神
の
認
識
》
と
い
う
表
題
の
下
で
、
例
え
ば
詳
細
な

神
論
が
提
示
さ
れ
た
り
せ
ず
、《
わ
れ
わ
れ
を
﹇
神
へ
の
﹈
畏
敬
と
敬
意
へ

と
導
く
》
限
り
に
お
い
て
の
み
、
神
認
識
が
問
題
に
さ
れ
る 

（Inst. I , 2 , 

2
;

O
S 3 , 35 , 18

）。
カ
ル
ヴ
ァ
ン
が
明
確
に
教
授
対
象
の
利
益 

（utilitas
） 

に
つ
い
て
語
る
場
合
、
読
者
に
向
け
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
に
明
白

に
な
る
。
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
、
摂
理
論
に
つ
い
て
の
詳
論 

（Inst. I , 16

）
と
の

関
連
で
《
こ
の
教
説
の
適
切
で
正
し
い
用
い
方
》（Inst. I, 17

;
O

S 3 , 202 , 

5

） 

を
問
題
と
し
て
お
り
、
予
定
論
の
説
明
は
《
効
用 

（utilitas

）》
の
問
い

に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
る （Inst. III , 21

;
O

S 4 , 369 , 9
;

な
お370 , 4 f

を
参

照
）。

　

カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
聖
書
の
教
え
に
従
い
、
教
授
対
象
を
敬
虔
の
た
め
に
役
立

つ
問
い
に
制
限
し
、
ま
た
信
仰
心
の
喚
起
に
制
限
す
る
。
Ⅱ
テ
モ
テ
三
・

一
六
以
下
に
聖
書
の
特
色
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
教
え
、

戒
め
、
誤
り
を
正
す
う
え
で
有
益
で
あ
る （Inst. I , 9 , 1

;
O

S 3 , 82 , 26 f 

を

参
照
）。
牧
会
書
簡
か
ら
は
《
敬
虔
（
エ
ウ
セ
ベ
イ
ア
）》
の
概
念
も
取
り
出

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る （B

attles 1996 , 293  

を
参
照
）。
こ
こ
で
明
ら
か

な
の
は
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
が
、
そ
の
独
自
な
表
現
法
を
も
つ
聖
書
に
習
熟
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

二
・
三
・
二　

聖
書
へ
の
手
引
き
と
し
て
の
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』

　

神
と
自
分
自
身
を
認
識
す
る
た
め
に
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
す
べ
て
の

こ
と
を
、聖
書
は
教
え
る
。
聖
書
は
《
聖
霊
の
学
校
》（Inst. III , 21 , 3

;
O

S 

4 , 372 , 1

） 

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
記
述
の
中
で
カ
ル
ヴ
ァ
ン
が
求
め

て
い
る
の
は
、
聖
書
に
見
い
だ
さ
れ
る
天
の
教
え
を
自
ら
言
葉
に
す
る
こ
と

に
他
な
ら
な
い
。

　
《
人
は
次
の
こ
と
を
仔
細
に
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、

真
の
神
崇
敬
が
光
を
放
つ
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
天
の
教
説
か
ら
始
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
か
な
る
人
も
、
も
し
も
そ
の
人
が
あ
ら
か
じ
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め
聖
書
の
生
徒
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
正
し
く
且
つ
有
益
な
教
説
を

ご
く
わ
ず
か
で
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
神
が
そ
の
中
で
御
自
身

に
つ
い
て
証
言
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
が
畏
敬
を
も
っ
て

受
け
取
る
と
こ
ろ
で
の
み
、
真
の
認
識
の
開
始
も
目
に
見
え
る
よ
う
に

な
る
》（Inst. I , 6 , 2

;
O

S 3 , 63 , 5
-10

）。

　

そ
の
際
、し
っ
か
り
と
目
に
焼
き
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

序 

（
上
述
参
照
） 

に
お
い
て
説
明
さ
れ
た
よ
う
に
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
聖
書
に

「
近
づ
き
や
す
く
」
し
よ
う
と
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
彼
は

聖
書
の
内
容
を
完
全
に
説
明
し
よ
う
と
は
決
し
て
考
え
て
い
な
い 

（Selder-

huis 2004 , 271  

を
参
照
）。
し
た
が
っ
て
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
は
、
ひ
と

つ
の
体
系
化
す
る
中
心
か
ら
そ
の
細
部
に
ま
で
至
る
組
織
的
関
連
が
説
明
さ

れ
る
よ
う
な
体
系
的
記
述
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
そ
の
中
で
聖
書
が
役
立
つ

仕
方
で
、
ま
た
救
い
を
も
た
ら
す
仕
方
で
読
ま
れ
う
る
座
標
を
単
に
提
示
し

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
第
三
巻
の
中
で
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
次
の
こ
と
を
強
調
す

る
。
つ
ま
り
彼
に
と
っ
て
問
題
な
の
は
、キ
リ
ス
ト
教
的
生
活
を
《
詳
細
に
》

記
述
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
人
が
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
こ
へ
至
る
こ
と
が
で
き

る
方
法
を
説
明
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
る （Inst. III , 6 , 1

;
O

S 4 , 147 , 1
-4

）。

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
少
し
変
え
た
形
で
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
全
体
に
も

当
て
は
ま
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
聖
書
を
指
し
示
し
て
い
る
。
そ
れ
自
体

で
十
分
な
聖
書
を
こ
の
よ
う
に
指
示
す
る
根
拠
を
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
、
人
は

聖
書
の
特
性
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
の
中
に
見
い
だ
す
。

た
し
か
に
聖
書
の
う
ち
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
驚
嘆
す
べ
こ
と
が
一
つ
の
音
に

な
っ
て
響
い
て
い
る
が 

（Inst. I , 8 , 1
;

な
おIII , 17 , 11  

を
参
照
）、
そ
こ

に
お
い
て
す
べ
て
が
哲
学
的
記
述
方
式
に
し
た
が
っ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
聖
霊
は
《
何
の
作
為
も
な
し
に
教
え
る
》 （Inst.

III , 6 , 1
;

O
S 4 , 147 , 1 7

） 

か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
聖
霊
は
、
そ
の
時
々
の

諸
関
係
と
そ
の
受
け
取
り
手
の
必
要
に
自
ら
を
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
き
た
。

そ
れ
ゆ
え
特
に
聖
書
の
種
々
の
語
る
形
式
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

例
え
ば
神
の
後
悔
の
言
葉
に
お
い
て
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
次
の
よ
う

な
聖
書
の
語
り
方
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
神
を
人
間
的
に
記
述
し
て
い
る

が
、
神
の
永
遠
の
御
心
の
教
説
に
矛
盾
し
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る 

（Inst. I , 17 , 12 f ;

特
に O

S 3 , 217 , 35
-218 , 2  

を
参
照
）。
聖
書
の
教
え

を
記
述
す
る
際
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
繰
り
返
し
、
単
な
る
記
述
を
越
え
て
、
聖

書
が
そ
れ
に
よ
り
何
に
到
達
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
問
題
に
す
る
。
彼

は
聖
書
本
文
に
い
わ
ば
演
出
指
示
を
付
け
加
え
て
い
る
、
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
神
の
言
葉
を
、
受
け
取
り
手
の
理
解
能
力
に
適
応

さ
せ
る
と
い
う
概
念
と
同
様
に
、聖
書
の
種
々
の
語
り
方
に
対
す
る
注
意
は
、

ま
た
も
や
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
修
辞
学
的
教
養
を
指
し
示
し
て
い
る 

（B
attles 

1996 , 117
-121  

を
参
照
）。
し
か
し
聖
書
の
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
は
神
学
的

に
特
に
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
そ
の
助
け
に
よ
り
、
聖
書

の
外
見
的
矛
盾
を
取
り
除
く
こ
と
に
成
功
す
る
か
ら
で
あ
る
。『
キ
リ
ス
ト
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教
綱
要
』
は
、
聖
書
伝
承
の
多
様
性
と
異
質
性
を
調
和
的
一
致
へ
と
も
た
ら

す
方
法
を
示
す
よ
う
に
要
求
す
る
と
い
う
意
味
で
、
そ
れ
は
し
た
が
っ
て
体

系
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
、
例
え
ば
ヤ
コ
ブ
と
パ

ウ
ロ
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る 

（Inst. III , 17 , 11 f

）。
あ
る
い
は
神
が

全
て
の
こ
と
を
引
き
起
こ
す
と
す
れ
ば
、
神
は
悪
の
創
始
者
で
も
あ
る
の
か

ど
う
か
、
し
た
が
っ
て
神
は
、
神
の
意
志
の
統
一
性
に
固
執
す
る
可
能
性
を

示
そ
う
と
す
る
自
分
自
身
の
意
志
に
矛
盾
す
る
の
か
ど
う
か
、
と
い
っ
た
古

典
的
問
い
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
聖
書
の
記
述
に
よ
る
と
神
の

業
が
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
ま
さ
に
神
の
知
恵

の
前
に
わ
れ
わ
れ
の
知
覚
能
力
が
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
わ
れ

わ
れ
に
は
っ
き
り
分
か
ら
せ
る
た
め
で
あ
る （Inst. I , 18 , 3

）。

　

ど
の
頁
に
お
い
て
も
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
は
、
聖
書
全
体
を
真
剣
に
受

け
と
め
、
そ
の
内
的
調
和
を
指
示
し
よ
う
と
す
る
努
力
を
証
し
て
い
る
。
し

か
し
も
ち
ろ
ん
そ
の
場
合
、次
の
こ
と
も
避
け
ら
れ
な
い
。つ
ま
り
カ
ル
ヴ
ァ

ン
は
、《
学
者
の
無
知
》 （Inst. III , 21 , 2

;
O

S 4 , 371 , 20

） 
と
い
う
彼
自
身

に
よ
っ
て
引
か
れ
た
境
界
線
を
時
お
り
踏
み
越
え
て
、
予
定
論
の
場
合
の
よ

う
に
、
聖
書
自
身
が
そ
の
問
い
に
答
え
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
、
論
理
的
に
結

論
を
引
き
出
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

三　

影　
　

響

　

カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
自
ら
の
立
場
を
表
明
し
た
後
、『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
に

よ
っ
て
有
名
に
な
る
と
い
う
目
標
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た 

（C
R

 59 , 23

）。

一
五
三
六
年
、
こ
の
書
物
が
バ
ー
ゼ
ル
で
出
版
さ
れ
た
と
き
、
彼
は
す
で
に

こ
の
町
を
立
ち
去
り
、
偽
名
で
国
内
を
旅
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
ま
ず
そ

の
著
者
よ
り
も
書
物
の
方
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
に
到
着
し
て
以
来
、カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
名
前
は
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
と
切
っ

て
も
切
り
離
せ
な
い
も
の
に
な
っ
た
。
こ
の
書
物
ほ
ど
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
か
ら

出
発
し
た
宗
教
改
革
の
方
向
性
に
後
々
ま
で
影
響
を
与
え
た
も
の
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
こ
の
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
宗
教
改
革
の
伝
統
の
広
が
り

と
そ
の
源
泉
の
多
様
性
を
否
定
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。『
キ
リ
ス
ト
教

綱
要
』
の
も
つ
価
値
は
、《
ガ
リ
ア
信
仰
告
白
》
の
場
合
の
よ
う
に
、そ
の
諸
々

の
根
本
思
想
が
直
接
そ
の
告
白
の
形
成
へ
と
流
れ
込
ん
で
い
る
こ
と
に
の
み

あ
る
の
で
は
な
く 

（van’t Spijker 2001 , 226

）、 

特
に
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム

の
特
性
描
写
が
、
多
く
の
場
合
直
接
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
に
基
づ
い
て
な

さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
聖
化
に
対
す
る
特
別
な
関
心
、
あ
る
い
は
信
仰
論
と

教
会
秩
序
の
緊
密
な
関
係
の
基
礎
づ
け
は
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
が
『
キ
リ
ス
ト
教

綱
要
』
の
第
三
巻
で
生
活
に
お
け
る
信
仰
の
形
成
に
認
め
た
中
心
的
意
義
の

う
ち
に
見
い
だ
さ
れ
る
。
教
会
空
間
に
お
け
る
宗
教
的
芸
術
と
の
特
別
な
関

わ
り
方
も
、
像
の
禁
止
に
関
す
る
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
詳
論
か
ら
明
ら
か
に
な
る 

（Inst. I , 11 , 13

を
参
照
）。
さ
ら
に
二
つ
の
神
学
的
に
最
も
重
要
な
、
識
別

を
要
求
す
る
教
説
、
す
な
わ
ち
聖
餐
論
と
予
定
論
も
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』

と
結
び
つ
け
ら
れ
た
。
前
者
は
す
で
に
初
め
か
ら
宗
教
改
革
の
思
想
を
特
徴
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づ
け
て
い
た
が
、
後
者
は
カ
ル
ヴ
ァ
ン
が
死
ん
だ
後
に
初
め
て
卓
越
し
た
地

位
を
獲
得
し
た
。
す
な
わ
ち
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
後
継
者
で
あ
る
Th
・
ベ
ザ
に
お

い
て
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
で
は
救
済
の
確
か
さ
を
問
う
文
脈
の
中
で
論
じ
ら
れ
て

い
た
神
の
永
遠
の
決
定
の
教
説
が 

（
前
述
参
照
）、
そ
こ
か
ら
全
て
の
教
説

が
展
開
さ
れ
る
神
学
的
原
理
へ
と
昇
進
し
た 

（N
euser 1998 , 318

-321

）。

こ
の
移
行
は
、
教
派
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
に
対
す
る
ま
す
ま
す
強

ま
る
必
要
性
と
、
変
化
し
つ
つ
あ
る
知
的
環
境
の
中
で
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
神
学

の
合
理
性
と
学
問
性
を
弁
護
し
よ
う
と
す
る
関
心
を
証
言
し
て
い
る 

（M
cG

rath 1990 , 208
-218

を
参
照
）。
そ
の
結
果
、『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』

の
中
で
提
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
支
配
的
で
は
な
い
体
系
的
性
格
が
前
面

に
現
れ
、
そ
の
間
に
《
教
義
と
適
用
の
首
尾
一
貫
し
た
結
合
は
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
》（Strohm

 2001 , 326

）。

　

一
六
世
紀
末
ま
で
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
は
ほ
と
ん
ど
毎
年
原
版
の
ま
ま

で
、
あ
る
い
は
翻
訳
で
印
刷
さ
れ
た 

（M
cG

rath 1990 , 141 f 

の
概
観
を
参

照
）。
改
革
派
の
正
統
主
義
が
始
ま
る
と 

（
一
六
〇
〇
年
頃
）、
カ
ル
ヴ
ァ
ン

の
直
接
的
影
響
は
衰
え
て
行
き
、
一
六
三
〇
年
代
に
そ
の
重
版
は
極
端
に
減

少
し
た 

（Fatio 1980 , 172
;

C
R

 87 , 493
-510  

の
概
観
も
参
照
）。
さ
ら
に

『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
は
、《
一
七
世
紀
の
学
問
的
情
勢
に
適
合
さ
せ
ら
れ
た
》

（N
euser 1998 , 313

）。『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
の
、
要
約
、
選
集
、
そ
し
て

解
説
付
き
の
、
あ
る
い
は
図
解
入
り
の
記
述
が
沢
山
現
わ
れ
た 

（Fatio 

1980 , 173
-205

）。
一
九
世
紀
に
な
る
と
再
び
、や
っ
と『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』

の
本
文
が
新
た
な
仕
方
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。《
宗
教
改
革
全
集
》

（B
d. 29

-32

） 

の
詳
細
な
校
訂
版
に
よ
っ
て
初
め
て
、《
あ
る
》
版
の
異
な
る

稿
を
比
較
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た 

（C
R

 29 , L
I
-L

V
III

の
便
利
な
対
照

一
覧
を
参
照
）。
カ
ル
ヴ
ァ
ン
研
究
の
新
し
い
刺
激
は
二
十
世
紀
に
K
・
バ

ル
ト
か
ら
生
じ
た
。
一
九
二
二
年
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
に
お
い
て
彼
は
、
最

初
の
四
時
間
に
わ
た
る
講
義
の
中
で
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
神
学
を
講
じ 

（Scholl 

1995

を
参
照
）、
そ
の
後
間
も
な
く
《
キ
リ
ス
ト
教
学
》
と
い
う
表
題
で
自

ら
の
教
義
学
を
講
じ
た
。
一
九
二
六
年
以
降
、
バ
ル
ト
の
兄
弟
ペ
ー
タ
ー
は

W
・
ニ
ー
ゼ
ル
と
共
に
《
選
集
》
を
出
版
し
た
。
神
の
言
葉
、
律
法
と
福
音

の
関
係
規
定
、
そ
し
て
教
義
学
と
倫
理
の
関
係
規
定
に
関
す
る
、
バ
ル
ト
と

カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
間
の
類
縁
性
の
ゆ
え
に
、
繰
り
返
し
バ
ル
ト
の
思
想
に
対
す

る
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
影
響
が
問
題
と
さ
れ
た
。
反
対
に
バ
ル
ト
主
義
者
た
ち
の

間
で
は
、カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
神
学
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
中
心
性
が
強
調
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、バ
ル
ト
が
、始
め
は
《
彼

に
と
っ
て
全
く
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
に
思
わ
れ
た
》（B

arth 1993  IX

） 

カ

ル
ヴ
ァ
ン
を
、
極
め
て
独
自
な
仕
方
で
習
得
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

依
然
と
し
て
妥
当
す
る
の
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。《
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
を
知

ろ
う
と
す
る
な
ら
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
カ

ル
ヴ
ァ
ン
を
知
ろ
う
と
す
る
な
ら
、
彼
の
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
を
…
…
研

究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
》（B

eyschlag 2000 , 412

）。
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